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(57)【要約】
　本発明は、広告データの統合及び集約のためのプラッ
トフォームを提供する。プラットフォーム内又はプラッ
トフォームを使用して広告キャンペーンのコンピュータ
による管理及び最適化のための方法、システム、及び装
置が提供される。スポンサー付き検索結果のリスト化を
使用する広告キャンペーン又はキャンペーン構成要素を
含む、広告キャンペーンの管理を容易にし、或いは自動
化するコンピュータによる方法及びシステムが提供され
る。広告キャンペーン及び広告キャンペーンパフォーマ
ンスに関する情報は異なるソースから収集され、統合さ
れ、利用されて、最適な広告キャンペーン戦略の決定を
容易にし、同様に広告キャンペーンの管理及び広告キャ
ンペーン戦略の実施を容易にする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　広告キャンペーンの管理を容易にするための方法であって、
　広告キャンペーンファシリテータ(facilitator)の１つ又はそれ以上の広告キャンペー
ン促進サーバが、１つ又はそれ以上の広告主から前記広告キャンペーンに関する広告キャ
ンペーン情報を取得する段階と、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、前記１つ又はそれ以上の広告
主、及び前記広告キャンペーンファシリテータの複数のアフィリエイト(affiliate)の各
々から前記広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段
階と、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、１つ又はそれ以上の広告キャ
ンペーンデータベース内に前記広告キャンペーン情報及び前記広告キャンペーンパフォー
マンス情報を記憶する段階と、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、前記広告キャンペーン情報の
少なくとも一部及び前記広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部を利用し
て広告キャンペーンの管理を容易にする段階と、
を含む方法。
【請求項２】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが広告キャンペーンの管理を容易
にする段階は、オークションベースの検索語に関係したスポンサー付きリスト化マーケッ
トプレイス(marketplace)において広告主用の入札戦略の実施を容易にする段階を含む請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　検索語クリエイティブ(creative)に関する入札の実施を容易にする段階を更に含む請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つ又はそれ以上のサーバが入札の実施において最大入札ハイディング(hiding)戦
略を利用する段階を含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが広告主用の入札戦略を自動的に
実施する段階を含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、前記広告キャンペーンデータ
ベース内に記憶された情報を利用して、広告主用の最適入札戦略を決定することを特徴と
する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、前記決定された最適入札戦略
を自動的に実施することを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記広告キャンペーンの管理を容易にするために、前記１つ又はそれ以上の広告キャン
ペーン促進サーバを使用して、前記１つ又はそれ以上の広告主が前記広告キャンペーンデ
ータベース内に記憶された情報の少なくとも一部にアクセスして修正できるようにするユ
ーザ対話型インターフェースを提供する段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ対話型インターフェースを提供する段階が、広告キャンペーン情報及び広告
キャンペーンパフォーマンス情報に関する情報の検索、情報の分析の取得、要約情報の取
得を行う能力を広告主に提供する段階を含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ユーザ対話型インターフェースを提供する段階が、広告主選択の検索語クリエイテ
ィブに関する情報のウォッチリストを広告主に提供する段階を含む請求項９に記載の方法
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。
【請求項１１】
　複数のアフィリエイトの各々から広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階
は、複数の異なるアフィリエイトの各々から広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得
する段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　複数の異なるアフィリエイトの各々から広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得す
る段階は、少なくとも１つのオンラインアフィリエイト及び少なくとも１つのオフライン
アフィリエイトから広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を含む請求項１
０に記載の方法。
【請求項１３】
　１つ又はそれ以上の広告主から広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階は
、複数の異なる広告主から広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を含む請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記広告キャンペーン情報及び前記広告キャンペーンパフォーマンス情報を統合された
様態で前記広告キャンペーンデータベース内に記憶する段階を含む請求項１に記載の方法
。
【請求項１５】
　前記アフィリエイトの少なくとも１つは、１つ又はそれ以上のアプリケーションプログ
ラムインターフェースを使用して前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバに
インターフェース接続することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが複数の地理的に分散された広告
キャンペーン促進サーバを含み、情報の同期を容易にするために前記広告キャンペーン促
進サーバの幾つかを介して広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情
報に対する変更を複製する段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバはマーケットプレイスオペレータ
であり、前記マーケットプレイスオペレータは、広告主が参加するためのオークションベ
ースの検索語に関係したスポンサー付きリスト化マーケットプレイスを操作することを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　オファー(offer)交換エンジンを利用して前記マーケットプレイスの提供を容易にする
段階を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバがＨＴＭＬタグで広告主ウェブサ
イトのインストルメント(instrumentation)を容易にし、前記１つ又はそれ以上の広告キ
ャンペーン促進サーバによって取得され且つ前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーンデ
ータベース内に記憶される広告キャンペーンパフォーマンス情報の自動収集を容易にする
段階を含む請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　広告キャンペーンの管理を容易にするためのシステムであって、
　コンピュータネットワークと、
　前記ネットワークに接続された広告キャンペーンファシリテータの１つ又はそれ以上の
広告キャンペーン促進サーバと、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバに接続された１つ又はそれ以上の
広告キャンペーンデータベースと、
　前記ネットワークに接続された前記広告キャンペーンファシリテータの複数のアフィリ
エイトと、
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　前記ネットワークに接続された複数の広告主と、
を含み、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、前記広告主から前記広告キャ
ンペーンに関する広告キャンペーン情報を取得するよう適合されており、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、前記広告主及び前記アフィリ
エイトから前記広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得す
るよう適合されており、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、前記１つ又はそれ以上の広告
キャンペーンデータベース内に前記広告キャンペーン情報及び前記広告キャンペーンパフ
ォーマンス情報を記憶するよう適合されており、
　前記１つ又はそれ以上のキャンペーン促進サーバは、前記広告キャンペーンの少なくと
も一部と前記広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部とを利用して広告キ
ャンペーンの管理を容易にするように適合されていることを特徴とするシステム。
【請求項２１】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、前記広告キャンペーンの管理
を容易にするために、前記広告主が前記広告キャンペーンデータベース内に記憶された情
報の少なくとも一部にアクセスして修正できるようにするユーザ対話型インターフェース
を提供することを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記１つ又はそれ以上のサーバは、広告主のための入札戦略を自動的に実施する際に入
札マネージャープログラムを利用することを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記入札マネージャーは、入札戦略を実施する際に最大入札ハイディングを利用するこ
とを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記１つ又はそれ以上のサーバは、前記広告キャンペーンデータベース内に記憶された
情報を利用して最適入札戦略を決定するために入札最適化（オプティマイザ）プログラム
を利用することを特徴とする請求項２２に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記複数のアフィリエイトは、複数の異なるアフィリエイトを含むことを特徴とする請
求項２０に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記複数の異なるアフィリエイトは、少なくとも１つのオンラインアフィリエイトと少
なくとも１つのオフラインアフィリエイトを含むことを特徴とする請求項２５に記載のシ
ステム。
【請求項２７】
　前記複数の広告主は、複数の異なる広告主を含むことを特徴とする請求項２２に記載の
システム。
【請求項２８】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、前記広告キャンペーン情報及
び前記広告キャンペーンパフォーマンス情報を統合された様態で前記広告キャンペーンデ
ータベース内に記憶するように適合されていることを特徴とする請求項２０に記載のシス
テム。
【請求項２９】
　前記アフィリエイトの少なくとも１つは、１つ又はそれ以上のアプリケーションプログ
ラムインターフェースを使用して前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバに
インターフェース接続することを特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、複数の地理的に分散された広
告キャンペーン促進サーバを含み、情報の同期を容易にするために前記広告キャンペーン
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促進サーバの幾つかを介して広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス
情報に対する変更を複製することを含む請求項２０に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、マーケットプレイスオペレー
タであり、前記マーケットプレイスオペレータは、広告主が参加するためのオークション
ベースの検索語に関係したスポンサー付きリスト化マーケットプレイスを操作することを
特徴とする請求項２０に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバは、オファー交換エンジンを利用
して前記マーケットプレイスの提供を容易にすることを特徴とする請求項３１に記載のシ
ステム。
【請求項３３】
　前記ネットワークはインターネットを含むことを特徴とする請求項２０に記載のシステ
ム。
【請求項３４】
　コンピュータデバイスでの実行時に前記コンピュータデバイスに広告キャンペーンの管
理を容易にするための方法を実行させるプログラムコードを記憶するコンピュータ利用可
能媒体であって、前記方法が、
　広告キャンペーンファシリテータの１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが
、１つ又はそれ以上の広告主から前記広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を
取得する段階と、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、前記１つ又はそれ以上の広告
主及び前記広告キャンペーンファシリテータの複数のアフィリエイトの各々から前記広告
キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階と、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、１つ又はそれ以上の広告キャ
ンペーンデータベース内に前記広告キャンペーン情報及び前記広告キャンペーンパフォー
マンス情報を記憶する段階と、
　前記１つ又はそれ以上の広告キャンペーン促進サーバが、前記広告キャンペーン情報の
少なくとも一部及び前記広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部を利用し
て広告キャンペーンの管理を容易にする段階と、
を含むことを特徴とするコンピュータ利用可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（優先権の主張）
　本出願は、２００４年７月３０日に出願された名称「ＭＥＴＨＯＤＳ　ＡＮＤ　ＳＹＳ
ＴＥＭＳ　ＦＯＲ　ＵＳＥ　ＩＮ　Ａ　ＣＯＭＰＵＴＥＲＩＺＥＤ　ＳＥＡＲＣＨ－ＢＡ
ＳＥＤ　ＡＤＶＥＲＴＩＳＩＮＧ　ＭＡＲＫＥＴ（コンピュータによる検索ベースの広告
マーケットで使用するための方法及びシステム）」の米国仮特許出願第６０／５９２，７
９９号、及び２００４年１２月３０日に出願された名称「ＰＬＡＴＦＯＲＭ　ＦＯＲ　Ａ
ＤＶＥＲＴＩＳＩＮＧ　ＤＡＴＡ　ＩＮＴＥＧＲＡＴＩＯＮ　ＡＮＤ　ＡＧＧＲＥＧＡＴ
ＩＯＮ（広告データ統合及び集約のためのプラットフォーム）」の米国特許出願第１１／
０２６，５１７号に対する優先権を主張する。
【０００２】
（著作権表示）
　本特許文書の開示部分は、著作権保護の下にある内容を包含する。著作権所有者は、特
許商標庁の特許ファイル又はレコードに表されるように、特許文書又は特許開示の他者に
よるファクシミリ複製には異議を唱えないが、それ以外は全ての著作権を留保する。
【０００３】
（技術分野）
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　本発明は、全般的には広告に関し、詳細には、広告キャンペーン管理及び最適化のシス
テム、方法、及び装置に関する。
【背景技術】
【０００４】
　広告キャンペーンの成功は、広告予算の利用可能性を最も効率的にして、対象となる消
費者行動に最大の影響を与えるように広告することに依存する。例えば、キャンペーンが
製品の販売を対象とする場合、広告主は、最大数の消費者に製品を購入させるような購買
広告に対して所与の予算を使用するよう努めることができる。しかしながら、広告予算を
効率的に且つ最適に使う方法の決定、並びにこのような予算を利用した進行中の広告キャ
ンペーン（又は複数のキャンペーン）の実施及び管理は、広告主に困難な課題をもたらす
可能性がある。
【０００５】
　広告キャンペーンは、益々オンライン又はインターネットベースの広告を含むようにな
ってきた。インターネット使用の増大と共に、より多くの広告資源がこの豊かなオーディ
エンスに向けられるのは自然なことである。更に、インターネットベースの広告により、
広告主のための多くの機会で広告掲示板及び同様のものなどの従来のオフライン広告技術
よりも更に多くを対象とした関連する広告を配信できるようになる。
【０００６】
　益々重要になってきた広告エリアには、スポンサー付きのリスト化が含まれる。このよ
うなリスト化は、例えば、Ｙａｈｏｏ！、Ａｓｋ　Ｊｅｅｖｅｓなどのインターネットベ
ースの検索エンジン上で行われる検索結果中に現れるスポンサー付きリンク形式で提示す
ることができる。例えば、広告主が、１つ又は複数の特定の検索語に対してスポンサー付
きの検索結果に含められるようにオンラインで入札したり、及びこのような結果の中のス
ポンサー付きのリスト化の配置のランク付け又はプロミネンス（注目度）に対して入札し
たりする、オークションベースのシステムが存在する。
【０００７】
　このようなオークションベースのシステムに参加しているオンライン広告主は、例えば
何千又は何十万もの検索語又は検索語のグループの各々に対し、場合によっては頻繁な入
札を管理し最適化する課題に直面するかもしれない。更に、広告主は、本質的に異なる多
数のポータル全体にわたって多数の広告キャンペーンを管理及び最適化することが必要と
なるかもしれない。更に、広告主は、１つ又は複数の広告キャンペーンのオフライン構成
要素を管理及び最適化することが必要となる可能性がある。この全てのことは、広告主の
スキル及び能力が必要とされるが、他の多くの様々なビジネスタスクにより良く適してい
る可能性がある。
【０００８】
　広告キャンペーンを管理及び最適化する既存の技術は、これらの問題に対して効率的で
効果的な解決策を提供するには程遠いものである。
【発明の開示】
【０００９】
　広告キャンペーンを管理及び最適化するためのシステム及び方法に対する当該技術分野
における必要性が存在する。
【００１０】
　幾つかの実施形態では、本発明は、広告キャンペーンの管理を容易にするための方法を
提供する。本方法は、広告キャンペーンを容易にするもの（広告キャンペーンファシリテ
ータ）である１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャンペ
ーンに関する広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は、１以上の広告キャ
ンペーン促進サーバが、１以上の広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複数の提
携先(affiliate)の各々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス
情報を取得する段階を更に含む。本方法は幾つかの実施形態において、１以上の広告キャ
ンペーン促進サーバが、１以上の広告キャンペーンデータベース内に広告キャンペーン情



(7) JP 2008-508619 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を記憶する段階を更に含む。１以上の広告キ
ャンペーン促進サーバが、広告キャンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャンペーン
パフォーマンス情報の少なくとも一部を利用して、広告キャンペーンの管理を容易にする
。
【００１１】
　１つの実施形態において、本発明は、広告キャンペーンの管理を容易にするためのシス
テムを提供する。本システムは、コンピュータネットワークを含む。本システムは、ネッ
トワークに接続された広告キャンペーンファシリテータの１以上の広告キャンペーン促進
サーバを更に含む。本システムは、１以上の広告キャンペーン促進サーバに接続された１
以上の広告キャンペーンデータベースを更に含む。本システムは、ネットワークに接続さ
れた広告キャンペーンファシリテータの複数の提携先（アフィリエイト）を更に含む。本
システムは更に、ネットワークに接続された複数の広告主を含み、１以上の広告キャンペ
ーン促進サーバは、広告主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を取得す
るよう適合されており、１以上の広告キャンペーン促進サーバは、広告主及び提携先（ア
フィリエイト）から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取
得するよう適合されており、１以上の広告キャンペーン促進サーバは、１以上の広告キャ
ンペーンデータベース内に広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情
報を記憶するよう適合されており、１以上のキャンペーン促進サーバは、広告キャンペー
ン情報の少なくとも一部と広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部とを利
用して広告キャンペーンの管理を容易にするように適合されている。
【００１２】
　別の実施形態において、本発明は、コンピュータデバイスでの実行時にコンピュータデ
バイスに広告キャンペーンの管理を容易にするための方法を実行させるプログラムコード
を記憶するコンピュータ利用可能な媒体を提供する。本方法は、広告キャンペーンファシ
リテータの１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャンペー
ンに関する広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キ
ャンペーン促進サーバが、１以上の広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複数の
提携先（アフィリエイト）の各々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォ
ーマンス情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サー
バが、１以上の広告キャンペーンデータベースに広告キャンペーン情報及び広告キャンペ
ーンパフォーマンス情報を記憶する段階を含む。１以上の広告キャンペーン促進サーバは
、広告キャンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャンペーンパフォーマンス情報の少
なくとも一部を利用して広告キャンペーンの管理を容易にする。
【００１３】
　幾つかの実施形態において、本発明は、複数の異なるソースからの広告キャンペーンパ
フォーマンス情報を統合するための方法を提供する。本方法は、広告キャンペーンファシ
リテータの１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャンペー
ンに関する広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キ
ャンペーン促進サーバが、広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複数の異なるア
フィリエイトの各々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報
を取得する段階を含む。１以上の広告キャンペーン促進サーバが、広告キャンペーン情報
及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を統合された様態で１以上の広告キャンペーン
データベース内に記憶する。
【００１４】
　１つの実施形態において、本発明は、複数の異なるソースからの広告キャンペーン情報
を統合するための方法を提供する。本方法は、広告キャンペーンファシリテータの１以上
の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の異なる広告主から広告キャンペーンに関する
広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン
促進サーバが、広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複数のアフィリエイトの各
々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を
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含む。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、広告キャンペーン情報及び広告キャンペ
ーンパフォーマンス情報を統合された様態で１以上の広告キャンペーンデータベース内に
記憶する。
【００１５】
　別の実施形態において、本発明は、オークションベースの検索語に関連したスポンサー
付きのリスト化マーケットプレイスで、広告キャンペーンの自動的な管理を容易にするた
めの方法を提供する。本方法は、マーケットプレイスのオペレータの１以上の広告キャン
ペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情
報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以
上の広告主から及び広告キャンペーンファシリテータの複数の異なるアフィリエイトの各
々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を
含み、広告キャンペーンパフォーマンス情報は、リードメトリクス(lead metrics)当たり
の１以上のリターンがこれに基づいて決定することができる情報を含む。本方法は更に、
１以上の広告キャンペーン促進サーバが、広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパ
フォーマンス情報を統合された様態で１以上の広告キャンペーンデータベース内に記憶す
る段階を含む。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、広告キャンペーン情報の少なく
とも一部、広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部を利用して広告キャン
ペーンの自動的な管理を容易にし、１以上の広告キャンペーン促進サーバが広告キャンペ
ーンの自動的な管理を容易にする段階は、マーケットプレイスにおいて広告主のための入
札戦略の自動的な実施を容易にする段階を含み、１以上の広告主が広告キャンペーンデー
タベース内に記憶された情報の少なくとも一部にアクセスし修正できるようにユーザ対話
型インターフェースを提供する段階を含む。
【００１６】
　幾つかの実施形態において、本発明は、１以上の広告キャンペーンの管理を容易にする
ために対話型広告主インターフェースを提供するためのシステムを提供する。本装置は、
ネットワークに接続された広告キャンペーンファシリテータの１以上の広告キャンペーン
促進サーバを含む。本装置は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバに接続された１
以上の広告キャンペーンデータベースを含む。本装置は更に、ネットワークに接続された
広告キャンペーンファシリテータの複数の提携先（アフィリエイト）を含む。複数の広告
主は、ネットワークに接続されており、１以上の広告キャンペーン促進サーバは、１以上
の広告主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を取得するように適合され
ている。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、広告主及びアフィリエイトから広告キ
ャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得するように適合されてい
る。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、１以上の広告キャンペーンデータベースに
広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を記憶するように適合さ
れている。１以上のキャンペーン促進サーバは、１以上のユーザ対話型アプリケーション
を提供するよう適合されており、これによって広告キャンペーン及び広告キャンペーンパ
フォーマンス情報の広告主のアクセス及び処理が可能になり、広告キャンペーンの管理を
容易にする。
【００１７】
　１つの実施形態において、本発明は、１以上の広告キャンペーンの管理を容易にするた
めの対話型広告主インターフェースを提供するための装置を提供する。本装置は、ネット
ワークに接続された広告キャンペーンファシリテータの１以上の広告キャンペーン促進サ
ーバを含む。本装置は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバに接続された１以上の
広告キャンペーンデータベースを含む。本装置は更に、ネットワークに接続された広告キ
ャンペーンファシリテータの複数の提携先（アフィリエイト）を含む。複数の広告主は、
ネットワークに接続されており、１以上の広告キャンペーン促進サーバは、１以上の広告
主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を取得するように適合されている
。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、広告主及び提携先（アフィリエイト）から広
告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得するように適合され
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ている。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、１以上の広告キャンペーンデータベー
スに広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を記憶するように適
合されている。１以上のキャンペーン促進サーバは、１以上のユーザ対話型アプリケーシ
ョンを提供するよう適合されており、これによって広告キャンペーンの管理を容易にする
ために広告キャンペーン及び広告キャンペーンパフォーマンス情報への広告主のアクセス
及び処理が可能になる。
【００１８】
　幾つかの実施形態において、本発明は、広告キャンペーンの最適化を容易にするための
方法を提供する。本方法は、広告キャンペーンファシリテータの１以上の広告キャンペー
ン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を
取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の
広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複数の提携先（アフィリエイト）の各々か
ら広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を含む
。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが広告キャンペーン情報及び広告
キャンペーンパフォーマンス情報を１以上の広告キャンペーンデータベース内に記憶する
段階を含む。１以上の広告キャンペーン促進サーバを使用し、更に広告キャンペーン情報
の少なくとも一部と広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部とに基づいて
、本方法は、広告キャンペーンの少なくとも第１広告キャンペーンのための最適広告キャ
ンペーン戦略を決定する段階を含む。
【００１９】
　１つの実施形態において、本発明は、リードメトリック(lead metrics)当たりのリター
ンに少なくとも部分的に基づいて広告キャンペーンの最適化を容易にするための方法を提
供する。本方法は、広告キャンペーンファシリテータの１以上の広告キャンペーン促進サ
ーバが、１以上の広告主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を取得する
段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主及
び広告キャンペーンファシリテータの複数の提携先（アフィリエイト）の各々から広告キ
ャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を含む。本方法
は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが広告キャンペーン情報と広告キャンペー
ンパフォーマンス情報とを１以上の広告キャンペーンデータベース内に記憶する段階を含
む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバを使用して、広告キャンペーン
情報の少なくとも一部及び広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部に基づ
いて、リードメトリック(lead metrics)当たりの１以上のリターンを計算する段階を含む
。リードメトリック当たりの計算された１以上のリターンに少なくとも一部基づく。本方
法は更に、広告キャンペーンの少なくとも第１広告キャンペーンのための最適広告キャン
ペーン戦略を決定する段階を含む。
【００２０】
　別の実施形態において、本発明は、コンピュータデバイスでの実行時に、コンピュータ
デバイスに広告キャンペーンの最適化を容易にするための方法を実行させるプログラムコ
ードを記憶するコンピュータ利用可能な媒体を提供する。本方法は、広告キャンペーンフ
ァシリテータの１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャン
ペーンに関する広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広
告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複
数のアフィリエイトの各々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマン
ス情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、
１以上の広告キャンペーンデータベース内に広告キャンペーン情報及び広告キャンペーン
パフォーマンス情報を記憶する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促
進サーバを使用して、広告キャンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャンペーンパフ
ォーマンス情報の少なくとも一部に基づいて広告キャンペーンの少なくとも第１広告キャ
ンペーンのための最適広告キャンペーン戦略を決定する段階を含む。
【００２１】
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　別の実施形態において、本発明は、コンピュータデバイスでの実行時に、コンピュータ
デバイスに広告キャンペーンの最適化を容易にするための方法を実行させるプログラムコ
ードを記憶するコンピュータ利用可能な媒体を提供する。本方法は、広告キャンペーンフ
ァシリテータの１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャン
ペーンに関する広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広
告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複
数のアフィリエイトの各々から広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマン
ス情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが広
告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を１以上の広告キャンペー
ンデータベース内に記憶する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進
サーバを使用し、広告キャンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャンペーンパフォー
マンス情報の少なくとも一部に基づいて広告キャンペーンの少なくとも第１広告キャンペ
ーンのための最適広告キャンペーン戦略を決定する段階を含む。
【００２２】
　幾つかの実施形態において、本発明は、広告キャンペーンファシリテータのアフィリエ
イトから広告主ウェブサイトへのターゲットとされるリードの流れを管理するための方法
を提供する。本方法は、１以上の広告キャンペーン促進サーバがアフィリエイトのウェブ
サイトのユーザへのターゲットとされるオンライン広告の表示を容易にする段階を含み、
オンライン広告は、広告主のウェブサイトをユーザが訪れることを可能にするリンクを含
む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、オンライン広告のパフォー
マンスに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報をアフィリエイトから取得し、広告
キャンペーンデータベース内に記憶する段階を含む。ユーザがオンライン広告を利用して
広告主のウェブサイトを訪れるとする。本方法は更に、ビジターを１以上の広告キャンペ
ーン促進サーバに関連したウェブサイトにリダイレクトして、ユーザを広告主のウェブサ
イトに向ける前に広告キャンペーンパフォーマンス情報を収集する段階を含む。
【００２３】
　１つの実施形態において、本発明は、広告キャンペーンの最適化を容易にするためのシ
ステムを提供する。本システムは、ネットワークと、ネットワークに接続された広告キャ
ンペーンファシリテータの１以上の広告キャンペーン促進サーバとを含む。本システムは
更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバによってアクセス可能な１以上の広告キャン
ペーンデータベースを含む。本システムは更に、ネットワークに接続された広告キャンペ
ーンファシリテータの複数のアフィリエイトを含む。複数の広告主は、ネットワークに接
続されている。１以上の広告キャンペーン促進サーバは、広告主から広告キャンペーンに
関する広告キャンペーン情報を取得するように適合されている。１以上の広告キャンペー
ン促進サーバは、広告主及びアフィリエイトから広告キャンペーンに関する広告キャンペ
ーンパフォーマンス情報を取得するように適合されている。１以上の広告キャンペーン促
進サーバは、１以上の広告キャンペーンデータベースに広告キャンペーン情報及び広告キ
ャンペーンパフォーマンス情報を記憶するように適合されている。１以上の広告キャンペ
ーン促進サーバは、広告キャンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャンペーンパフォ
ーマンス情報の少なくとも一部に少なくとも部分的に基づいて、広告キャンペーンの少な
くとも第１広告キャンペーン用の最適広告キャンペーン戦略を決定するように適合されて
いる。
【００２４】
　別の実施形態において、本発明は、オークションベースの検索語に関係したスポンサー
付きリスト化マーケットプレイスでの広告キャンペーンの自動的な最適化を容易にするた
めの方法を提供する。本方法は、マーケットプレイスのオペレータの１以上の広告キャン
ペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告キャンペーンに関する広告キャンペーン情
報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以
上の広告主及び広告キャンペーンファシリテータの複数の異なるアフィリエイトの各々か
ら広告キャンペーンに関する広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階を含み
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、広告キャンペーンパフォーマンス情報は、リードメトリック当たりの１以上のリターン
がこれに基づいて決定される情報を含む。本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進
サーバが、広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を統合された
様態で１以上の広告キャンペーンデータベース内に記憶する段階を含む。１以上の広告キ
ャンペーン促進サーバを使用して、広告キャンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャ
ンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一部に部分的に基づく。本方法は、広告キャン
ペーンの少なくとも第１広告キャンペーンのための最適広告キャンペーン戦略を自動的に
決定する段階を含み、ここで最適広告キャンペーン戦略を自動的に決定する段階は、将来
の時間期間において、将来の時間期間に利用されることになる広告キャンペーン戦略の１
以上のパラメータの１以上の設定に対する動作の推奨されるコースを自動的に決定する段
階を含む。
【００２５】
　別の実施形態において、本発明は、コンピュータデバイスでの実行時に、オークション
ベースの検索語に関連するスポンサー付きリスト化マーケットプレイスで広告キャンペー
ンの自動的な最適化を容易にするための方法をコンピュータデバイスに実行させるプログ
ラムコードを記憶するコンピュータ利用可能な媒体を提供する。本方法は、マーケットプ
レイスのオペレータの１以上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から広告
キャンペーンに関する広告キャンペーン情報を取得する段階を含む。本方法は更に、１以
上の広告キャンペーン促進サーバが、１以上の広告主から及び広告キャンペーンファシリ
テータの複数の異なるアフィリエイトの各々から広告キャンペーンに関する広告キャンペ
ーンパフォーマンス情報を取得する段階を含み、広告キャンペーンパフォーマンス情報は
、これに基づいてリードメトリック当たりの１以上のリターンが決定される情報を含む。
本方法は更に、１以上の広告キャンペーン促進サーバが、統合された様態で１以上の広告
キャンペーンデータベースに広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス
情報を記憶する段階を含む。１以上の広告キャンペーン促進サーバを使用して、広告キャ
ンペーン情報の少なくとも一部及び広告キャンペーンパフォーマンス情報の少なくとも一
部に部分的に基づく。本方法は、広告キャンペーンの少なくとも第１広告キャンペーン用
の最適広告キャンペーン戦略を自動的に決定する段階を含む。本方法は更に、将来の時間
期間において、将来の時間期間に利用されることになる広告キャンペーン戦略の１以上の
パラメータの１以上の設定に対する動作の推奨されるコースを自動的に決定する段階を含
む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　添付図面の各図において本発明を説明するが、これらは例示であって限定を意味するも
のではなく、同じ要素又は対応する要素には同じ参照符号を付す。
【００２７】
　好ましい実施形態の以下の説明において、本明細書の一部を形成し、本発明を実施する
ことができる特定の実施形態を例示として示す添付図面を参照する。他の実施形態を利用
することができ、本発明の範囲から逸脱することなく構造的変更を行うことができる点は
理解されたい。
【００２８】
　本明細書における用語「広告主広告キャンペーンセット」は、特定の広告主又は広告エ
ンティティの１以上の広告キャンペーンのセットを含む。用語「広告キャンペーン」は、
特定の製品、サービス、又はコンテンツ、或いは製品、サービス又はコンテンツのグルー
プのマーケティング又は販売などの共通の広告目標を達成することに向けられた１以上の
広告活動又は行為のセットを含む。２つの広告キャンペーンは、広告キャンペーンの各々
が異なる広告目標に向けられる場合には、互いに異種のものと考えられる。
【００２９】
　用語「戦術(tactic)」は、広告の特定の形式又はタイプを含む。例えば、オンライン広
告では、戦術は、スポンサー付きの検索結果リスト化、バナー広告などを含むことができ
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る。オフライン広告では、戦術は、テレビコマーシャル、ラジオコマーシャル、新聞広告
などを含むことができる。種々の実施形態において、戦術は、リストされた実施例又は他
の実施例のサブセット又はスーパーセットを含むようにある程度広義に定義することがで
きる。例えば、オンライン広告は、スポンサー付きのサーチ結果をリスト化するという狭
い戦術よりも広い戦術の実施例である。
【００３０】
　用語「チャンネル」は、広告を行うことができる特定のエンティティ、組織、又は同様
のものを含む。オンライン広告の関連では、例えばチャンネルは、ウェブサイト又はＭＳ
Ｎ、ＣＮＮ、Ｙａｈｏｏ！などの検索エンジンを含むことができる。本明細書における用
語「コンピュータ」は、例えばデスクトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ、
或いは、例えばハンドヘルドコンピュータデバイス又は携帯電話などのコンピュータデバ
イスを含む。
【００３１】
　本明細書では、提携先（アフィリエイト）、広告主、又は他のソースが情報収集、記憶
、又は通信に関して異なるプラットフォーム、プログラム、アプリケーション、ハードウ
ェア、ソフトウェア、又はデータ記憶技術を利用する場合には、広告キャンペーン又は広
告キャンペーンパフォーマンス情報などの情報のあらゆる２つのアフィリエイト、広告主
、又はソースは、互いに異なるものと考えられ、広告キャンペーン促進サーバ１０２（図
１に示される）が２つのアフィリエイト、広告主、又は他のソースの各々から情報を受信
し、識別し、パーズし、或いは記憶するためにプログラミング又はアプリケーションに関
して異なる技術又は技術のセットを用いなければならないようになる。
【００３２】
　本明細書において用語「検索語クリエイティブ」は、オークションベースの検索語に関
連するスポンサー付きリスト化マーケットプレイスにおいて、検索語、検索語のセット又
はグループなどの検索語に関連する入札のサブジェクトを含む。クリエイティブは、広告
又はスポンサー付きのリスト化を表示させる資格を与える検索語又はグループに関連した
条件を指定するあらゆる規則を含む。
【００３３】
　本発明の幾つかの実施形態は、２００２年２月８日に出願された名称「ＡＵＴＯＭＡＴ
ＩＣ　ＦＬＩＧＨＴ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＩＮ　ＡＮ　ＯＮＬＩＮＥ　ＭＡＲＫＥＴ
ＰＬＡＣＥ（オンラインマーケットプレイスにおける自動飛行管理）」の米国特許出願第
１０／０７２，２２０号に記述された特徴又は技術と共に用いることができ、この出願は
、引用により全体が本明細書に組み込まれる。
【００３４】
　図１は、本発明の実施形態による分散型システム１００を示すブロック図である。シス
テム１００は、広告キャンペーン促進サーバコンピュータ（又は複数のコンピュータ）１
０２（幾つかの実施形態では、複数のサーバコンピュータを含むことができる）、複数の
アフィリエイト１０４、１０６、１０８、複数の広告主１１０、１１２、１１４、複数の
ユーザ１２８、１３０、１３２、及び複数のチャンネル１１６、１１８、１２０を含む。
図示されたチャンネル１１６、１１８、１２０は、概念的に表示された戦術(tactic)１２
２の一部であり、戦術１２２は、概念的に表示された広告キャンペーン１２４の一部であ
り、広告キャンペーン１２４は、概念的に表示された広告主広告キャンペーンセット１２
６の一部である。広告主広告キャンペーンセット１２６は、他の広告キャンペーン１２７
、１２８を含み、該キャンペーンは、他の戦術（図示せず）及びチャンネル（図示せず）
を含むことができる。他の広告主キャンペーンセット１１８、１２０はまた、それ自体が
広告キャンペーン（図示せず）、戦術（図示せず）、及びチャンネル（図示せず）を含む
ことができるように示されている。
【００３５】
　広告キャンペーン促進サーバコンピュータ（又は複数のコンピュータ）１０２（以下、
「サーバ１０２」と称する。）は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）１３０及びデータ記憶装
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置１３２を含む。更に、アフィリエイト１０４、１０６、１０８及び広告主１１０、１１
２、１１４の各々、並びにユーザ１２８、１３０、１３２の一部又は全ては、中央処理ユ
ニット（図示せず）及びデータ記憶装置（図示せず）を有する少なくとも１つのコンピュ
ータを含み、インターネットブラウザプログラムのような１以上のブラウザプログラムを
含むことができる。
【００３６】
　アフィリエイト１０４、１０６、１０８の一部又は全ては、データベースを含むことが
でき、又はデータベースと接続することができる。図示のように、アフィリエイト１０４
及び１０８は、それぞれデータベース１３４及び１３６に接続されている。
【００３７】
　ネットワークは図示されていないが、コンピュータの一部又は全ては、インターネット
並びに１以上の広域ネットワーク、ローカルエリアネットワーク、パーソナルエリアネッ
トワークなどの１以上のコンピュータネットワークによって接続することができる。
【００３８】
　ユーザ１２８、１３０、１３２の全てがアフィリエイト１０８に接続されているように
図示されているが、ユーザ１２８、１３０、１３２の一部又は全ては、例えばアフィリエ
イトの雑誌の読者であるユーザのように電子的に接続できない点に留意されたい。
【００３９】
　簡単にするために、ユーザ、アフィリエイト、広告主、戦術、チャンネル、広告キャン
ペーン、及び広告キャンペーンセットの各々３つだけが図示されているが、これよりも少
ない又は多い数も存在することができることを理解されたい。
【００４０】
　データ記憶装置の各々は、コンピュータプログラム及び他のデータを記憶するための種
々の容量のＲＡＭを含むことができる。更に、コンピュータの各々は、モニターのような
１以上の出力デバイス、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスクドライブ、及
びＣＤ－ＲＯＭドライブなどの他の固定又は取り外し可能なデータ記憶装置、並びにマウ
スポインティングデバイス及びキーボードなどの１以上の入力デバイスを含むコンピュー
タに一般的に見られる他の構成要素を含むことができる。
【００４１】
　一般的に、コンピュータの各々はコンピュータプログラムの下で動作し、Ｗｉｎｄｏｗ
ｓ(登録商標)、Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ、ＵＮＩＸ(登録商標)などのオペレーティングシステ
ムの制御下でコンピュータプログラムを実行する。
【００４２】
　一般的に、本発明のコンピュータプログラムは、例えばコンピュータに取り付けられた
１以上のデータ記憶装置であるコンピュータ可読媒体において有形物として具現化される
。オペレーティングシステムの制御下で、コンピュータプログラムは、ＣＰＵによる後続
の実行のためにデータ記憶装置からコンピュータＲＡＭにロードされる。コンピュータプ
ログラムは、コンピュータによって読み取られ実行されたときにコンピュータに本発明の
要素を実行するのに必要なステップを行わせる命令を含む。
【００４３】
　サーバ（複数のサーバ）１０２のデータ記憶装置１３４は、広告キャンペーン促進プロ
グラム１３４と広告キャンペーンデータベース１３６とを含む。広告キャンペーン促進プ
ログラム１３４は、広告キャンペーンの管理又は最適化に関連する方法を含む、本発明の
実施形態による方法を実施するのに必要な全てのプログラミング、ソフトウェア、ツール
、アプリケーション、アプリケーションプログラムインターフェース（ＡＰＩ）、又は他
のツールを広義に意味する。広告キャンペーン促進プログラム１３４はサーバ１０２に配
置されるように示されているが、幾つかの実施形態では、広告キャンペーン促進プログラ
ム１３４の要素又は構成要素は、サーバ１０２と他のエンティティ又はコンピュータとの
間の通信を促進するために、アフィリエイト、広告主、又はチャンネルに関連したコンピ
ュータなどの他のいずれかに位置付けることができる。
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【００４４】
　幾つかの実施形態において、サーバ１０２は、広告又は広告キャンペーンのプランニン
グ、管理、最適化、配信、通信、又は実装を容易にするエンティティ又は会社などの広告
キャンペーンファシリテータによって所有、制御、又は操作される。幾つかの実施形態に
おいて、広告キャンペーンは、スポンサー付きの検索結果リスト化又はリンクを含むこと
ができる。広告主は、オークションベースのシステム又はマーケットプレイスを利用して
検索語又は検索語のグループに入札することができ、この検索語又は検索語のグループは
、検索で使用される場合、その結果表示の中でこの広告リスト化又はリンクの表示を提供
することになる。広告主は、同様に検索結果におけるそのリスト化のポジション又はプロ
ミネンス（注目度）に対して入札することができる。このような実施形態において、キャ
ンペーンファシリテータは、例えば特にオークションベースのシステムを制御、動作、又
は管理することができるマーケットプレイスのオペレータであるか、或いはマーケットプ
レイスのオペレータを含む。
【００４５】
　サーバ１０２は、広告の表示に関連する配置を容易にするのに使用することができるが
、幾つかの実施形態においては、サーバ１０２（及び関連する広告キャンペーンファシリ
テータ）は、広告の表示の配置又は配置の支援を行わない点に留意されたい。例えば、幾
つかの実施形態においてサーバ１０２は、広告キャンペーンの管理又は最適化を容易にし
、或いはサーバ自体は実際に広告の表示の配置を行わず、広告キャンペーンの管理又は最
適化を自動的に容易にする際に使用することができる。
【００４６】
　オークションベースのシステム及び上述のようなマーケットプレイスオペレータに関す
る詳細及びその態様は、同一出願人による２００３年７月２２日に出願された名称「ＴＥ
ＲＭ－ＢＡＳＥＤ　ＣＯＮＣＥＰＴ　ＭＡＲＫＥＴ（用語ベースのコンセプトマーケット
プレイス）」の米国特許出願第１０／６２５，０８２号、２００３年７月２２日に出願さ
れた名称「ＣＯＮＣＥＰＴ　ＶＡＬＵＡＴＩＯＮ　ＩＮ　Ａ　ＴＥＲＭ－ＢＡＳＥＤ　Ｃ
ＯＮＣＥＰＴ　ＭＡＲＫＥＴ（用語ベースのコンセプトマーケットプレイスにおけるコン
セプト評価）」の米国特許出願第１０／６２５，０００号、及び２００３年７月２２日に
出願された名称「ＴＥＲＭ－ＢＡＳＥＤ　ＣＯＮＣＥＰＴ　ＩＮＳＴＲＵＭＥＮＴＳ（用
語ベースのコンセプトインストルメント」の米国特許出願第１０／６２５，００１号に見
出すことができ、これらの出願の全ては引用により全体が本明細書に組み込まれる。幾つ
かの実施形態において、本発明による広告キャンペーン管理及び最適化に関連するシステ
ム及び方法は、これらの列挙された関連出願で説明され且つ組み込まれる方法及びシステ
ムと組み合わせて実施することができる。
【００４７】
　広告主広告キャンペーンセット１２６、１１８、１２０の各々は、図示された広告主１
１０、１１２、１１４の１つのような特定の広告主の１以上の広告キャンペーンのセット
を表す。アフィリエイト１０４、１０６、１０８は、エンティティ、組織、又は会社を代
表し、広告キャンペーンファシリテータ又はサーバ１０２に何らかの様態で関連付けられ
、或いは提携されている。アフィリエイトは、あるソートの配置が、サーバ１０２への広
告キャンペーンパフォーマンス情報の伝達を容易にするためだけで行われる場合、広告キ
ャンペーンファシリテータ又はサーバ１０２に関連したエンティティを含むことができ、
アフィリエイトとみなされるエンティティにおいて、この必要性を超える更なる提携又は
関連性は存在しない。
【００４８】
　アフィリエイト（又はそのアウトレット、ポータル、媒体、会社など）を介して広告を
表示することができる。オフラインアフィリエイトはエンティティを含み、該エンティテ
ィを介して、或いはこれと関連してテレビ局、ラジオ局、新聞又は新聞社、雑誌又は雑誌
社などの種々の種類のオフライン広告を表示することができる。オンラインアフィリエイ
トはエンティティを含み、該エンティティを介して、或いはこれと関連してＹａｈｏｏ！
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、Ａｓｋ　Ｊｅｅｖｅｓなどの検索エンジン、電子商取引サイト、或いはニュース又はコ
ンテンツ提供ウェブサイト、スポーツウェブサイトなどの他のウェブサイトなど、インタ
ーネットベース又はインターネットアクセス可能な広告を表示することができる。
【００４９】
　アフィリエイトは、互いに異なるものとすることができる。例えば、サーバ１０２は、
異なるアフィリエイトから受信された広告キャンペーンパフォーマンス情報を処理し、再
フォーマット又は変換し、更に広告キャンペーンデータベース１３６に情報を記憶するた
めに、種々のプログラミング又はアプリケーションを用いることが必要となる可能性があ
る。
【００５０】
　アフィリエイトは、制御する広告表示又は広告表示媒体のタイプの点で異なることがで
きる。更に、アフィリエイトは、これらの目的のために利用されるハードウェア、ソフト
ウェア、プログラミング、データベース、又はアプリケーションを含む情報をフォーマッ
トし、記憶し、更に送信する方式又はプラットフォームに関して異なることができる。ア
フィリエイトはまた、広告、広告パフォーマンス又は広告キャンペーンパフォーマンス、
アフィリエイトのウェブサイト又は検索エンジンのユーザなどの広告のオーディエンスに
関して収集し記憶する何らかのデータ又はデータの組合せの点で異なることができる。
【００５１】
　広告主は、エンティティ、個人、会社、組織などを含み、アフィリエイトの検索エンジ
ン又はウェブサイトを介して得られた検索結果のセットに表れるアフィリエイトの新聞又
はスポンサー付きリスト化内の広告など、広告キャンペーンファシリテータなどと共にア
フィリエイトを介して提示される広告を配置する。幾つかの実施形態において、広告主或
いはその幾つかは同様に互いに異なることができる。
【００５２】
　図示されたユーザ１２８、１３０、１３２などのユーザは、アフィリエイトに関連付け
られたユーザ、又は資源、媒体、アウトレットなどに露出されるオーディエンスであり、
該ユーザに対してアフィリエイトを介して広告が表示される。例えば、ユーザは、アフィ
リエイトの検索エンジンを使用するか又はアフィリエイトのウェブサイトをブラウズする
アフィリエイトの新聞の読者又はコンピュータユーザを含む。
【００５３】
　サーバ１０２は、広告主のための広告キャンペーン又は広告キャンペーンセットの管理
又は最適化、或いは広告キャンペーンの自動管理又は最適化を容易にし、アフィリエイト
を介した広告の表示の配置を容易にすることができる。サーバはまた、アフィリエイト及
び広告主を含むエンティティによってサーバ１０２に送信された情報の記憶、編成、及び
管理を容易にするのに使用することができる。
【００５４】
　図示のアフィリエイト１０４、１０６、１０８は、オフラインタイプ（新聞など）、或
いはオンラインタイプ（ウェブサイトなど）とすることができ、図示のアフィリエイト１
０４、１０６、１０８の各々は、サーバ１０２と通信可能な少なくとも１つのコンピュー
タを含むが、幾つかの実施形態では、アフィリエイトの１つ又はそれ以上は、サーバ１０
２に電子的に接続されず、非電子的に情報を送り、最終的にはサーバ１０２内に電子的に
記憶することができる。アフィリエイト１０４、１０６、１０８の各々は、サーバ１０２
に情報を伝送又は伝達することができる。広告キャンペーン促進プログラム１３４がサー
バ１０２に図示されているが、該プログラムは、例えば以下に説明されるようなＨＴＭＬ
タグ関連プログラミングなどのアフィリエイトのコンピュータに位置する、或いはこれに
より実行されるプログラミング、ソフトウェア、又はアプリケーションを含む、別の場所
に位置するプログラミングなどの構成要素を含むことができる点に留意されたい。
【００５５】
　アフィリエイトのコンピュータからサーバ１０２に送られたデータは、サーバによって
取得され、統合された様式で広告キャンペーンデータベース１３６内に記憶することがで
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き、これは、データの全てが全体として共に記憶され、これによって１つ又は複数のソー
スとは無関係にデータの一部及び全てのサブセットを含むデータの意味が識別可能になる
ことを意味する。広告キャンペーン促進プログラム１３４は、統合の目的の必要性に応じ
て当業者には公知の方法を利用することで、アフィリエイトから送信されたデータをパー
ズし、再フォーマットし、分析し、或いは処理するのに用いることができる。アフィリエ
イトとサーバ１０２との間の通信は、アフィリエイトとサーバ１０２間の共用又は相補的
プログラミング、アプリケーション、又はインターフェースによって容易にすることがで
きる。幾つかの実施形態において、例えばアフィリエイトのコンピュータは、サーバコン
ピュータ１０２或いはプログラムもしくはアプリケーションとの通信するアプリケーショ
ンプログラムインターフェース（ＡＰＩ）を利用する。
【００５６】
　幾つかの実施形態において、アフィリエイト１０４、１０８のようなアフィリエイトは
、他の情報の中でも特に広告キャンペーンパフォーマンス情報及びユーザ情報を含むこと
ができる、関連データベース１３４、１３６内に含むデータを記憶する。
【００５７】
　広告キャンペーンパフォーマンス情報は、広告、チャンネル（又はチャンネルを通じて
表示された広告又は複数の広告など）、戦術、キャンペーン、複合キャンペーン、キャン
ペーンの構成要素又は態様、その他のパフォーマンス又は成功を表示又は示唆する多様な
情報、統計データ、又はメトリクスを含むことができる。例えば、広告キャンペーンパフ
ォーマンス情報は、アフィリエイトのウェブサイト上のスポンサー付きのリスト化結果の
表示、又はクリック、又はリンクされたウェブページへのユーザ訪問、リンクされたウェ
ブサイトでのユーザの購入などの頻度に関する情報を含むことができる。
【００５８】
　例えば、広告キャンペーンパフォーマンス情報は、リード当たりの値の指標を提供する
１以上のメトリクスを含むことができる。例えば、このようなメトリクスは、実際に広告
主に対し何らかのソートのリターンをもたらすスポンサー付きのリンクのクリックの回数
又は割合に関する指標を提供することができる。このようなリターンは、特定の広告主及
び広告主のビジネス目的によって異なる可能性がある。広告主が、例えば製品、サービス
、又はコンテンツを販売しようとする場合、リターンは、リードから生じる又はリードに
帰属する広告主のウェブサイトでの購入を含むことができる。しかしながら、リターンは
販売に限定されない。リターンは、広告主のウェブサイトへのリードに帰属するビジター
の行為又は動作から得られた広告主に対する価値の幾らかとすることができる。従って、
本明細書で使用される用語「リード当たりのリターン」とは、リードから生じる又はリー
ドに帰属するリターンのあらゆるタイプを含む。更に、本明細書で使用される「リードメ
トリック(lead metrics)当たりのリターン」は、リード当たりのリターンの尺度、指示、
又は示唆を提供するいずれかのメトリックを含む。
【００５９】
　特定の広告主は、種々のビジネス目的を有し、種々の方法でそのビジネス目的を指定す
ることができる。例えば、ある広告主は、ＣＰＡ（顧客獲得単価）ターゲットを使用して
ビジネス目的を指定することができる。このような広告主にとって、コンバージョンレー
トは、リードメトリック当たりの適切なリターンとすることができる。更に、ある広告主
は、ＲＯＡＳ（広告費用対効果）の点でビジネス目的を指定することができる。このよう
な広告主にとって、リード当たりの収益は、リードメトリック当たりの適切なリターンと
することができる。広告主によっては、リードメトリック当たりのリターンのブレンド又
はコンビネーションが適切なものとなるメトリクス又は尺度のブレンド又はコンビネーシ
ョンを使用してビジネス目的を指定することができる。
【００６０】
　本発明の幾つかの実施形態では、コンバージョンレートに関して本明細書で具体的に説
明する。しかしながら、これは例示的なものであり、コンバージョンレートはリードメト
リクス当たりの多くの可能なリターンの１つに過ぎない点を理解されたい。従って、コン
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バージョンレートに関して説明される本発明の実施形態は、コンバージョンレートに関係
するメトリクスの使用に限定されず、リードメトリクス当たりの他の又は追加のリターン
を使用又は組み込むことができる。更に、本発明の幾つかの実施形態は、ＲＯＡＳの観点
から表されるビジネス目的に関して本明細書で具体的に説明される。これもまた例示的な
ものであり、ビジネス目的の他の又は追加の基準又は尺度を種々の場合において使用する
ことができる点を理解されたい。
【００６１】
　幾つかの実施形態において、本発明は、１以上の広告キャンペーンの自動管理又は最適
化を容易にするための方法を提供する。これは、特定の広告主に固有のものか、或いは特
定の広告主によって指定することができるビジネス規則を利用し、同時にビジネス結果又
はその尺度を用いることを含み、該結果又は尺度は、広告キャンペーンパフォーマンス情
報又はその態様の尺度を含むことができる。幾つかの実施形態では、本発明は、ビジネス
規則と集約されたリアルタイムのビジネス結果又はその尺度と組み合わせて、広告支出の
自動化された動的なリアルタイムの管理又は最適化を容易にすることを含む。
【００６２】
　広告主のビジネス規則は、明示的に定義することができ、或いは、例えば広告キャンペ
ーン促進プログラム１３４を使用し、更に広告結果メトリクスを含むことができる広告キ
ャンペーンパフォーマンス情報を利用して非明示的に定義、推測、導出、或いは取得する
ことができる。更に、幾つかの実施形態において、ビジネス規則は自動的に修正すること
ができ、或いは実施前の広告主のレビュー及び承認用に修正を自動的に推奨することがで
きる。幾つかの実施形態において、広告キャンペーンパフォーマンス情報は、広告キャン
ペーン促進プログラム１３４によって自動的に分析され、その分析に基づいて、ビジネス
規則を最大広告主利益のために取得、修正、或いは最適化することができる。
【００６３】
　広告パフォーマンス情報の追跡及び収集は、例えば図４に関して以下に更に説明される
広告主ウェブサイトのＨＴＭＬタグ付けを用いて行うことができる。広告キャンペーンパ
フォーマンス情報は、アフィリエイト並びに広告主から取得することができる。
【００６４】
　ユーザ情報は、ユーザプロファイル、履歴上のユーザ行為情報などを含むアフィリエイ
ト（又はチャンネル）によって取得され記憶された情報を含むことができ、或いはアフィ
リエイト又は他のエンティティからサーバ１０２に送り、広告キャンペーンデータベース
１３６内に記憶することができる。ユーザ情報の付加的な説明及びその用途は、既に引用
により組み込まれた米国特許出願第６０／５４６，６９９号及び１０／７８３，３８３号
で見ることができる。
【００６５】
　アフィリエイト及び広告主によって取得され記憶されたデータ或いはその一部は、サー
バ１０２に転送され、必要な場合は広告キャンペーンデータベース１３６で利用可能及び
記憶可能なフォーマットに変換又は再フォーマットされ、該データベース１３６に記憶さ
れる。或いは、データを転送する前に変換又は再フォーマットするか、或いは広告キャン
ペーンデータベース１３６における適切な記憶を可能にするよう処理することができる。
幾つかのアフィリエイト又は広告主は、アフィリエイトに関連したデータベース内に不揮
発性記憶装置を必要とせずにサーバ１０２にユーザプロファイル、ユーザ行為、又はユー
ザ履歴データを直接転送することができ、或いは、例えば広告キャンペーンファシリテー
タに非電子フォーマットでデータを送ることもでき、その後でデータが電子フォーマット
に変換されサーバ１０２に記憶される。
【００６６】
　広告主広告キャンペーンセット１２６、１１８、１２０の各々は、広告主１１０、１１
２、１１４の１つに関連付けられる。例えば、広告主は、販売用の幾つかの製品の広告を
希望することができる。広告主は、各製品の広告に関連したキャンペーンを含む広告キャ
ンペーンセットを有することができる。各キャンペーンは、多数の戦術を利用することが
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できる。例えば、１つの利用される戦術は、スポンサー付き検索結果リスト化とすること
ができる。広告主は、この戦術に対して複数のチャンネルを利用することができる。例え
ば広告主は、Ｙａｈｏｏ！、ＭＳＮ．ｃｏｍ、その他などの幾つかのウェブサイト又はポ
ータルにおけるスポンサー付き検索リスト化を利用できる。
【００６７】
　チャンネルは、アフィリエイトを含むことができ、或いはアフィリエイトと関連付ける
ことができる点に留意されたい。例えば広告主は、広告がＭＳＮ．ｃｏｍ上に表示される
ように構成することができるので、ＭＳＮ．ｃｏｍが広告の表示に関するチャンネルとな
る。同時に、ＭＳＮ．ｃｏｍをアフィリエイトとすることができる。更に、アフィリエイ
トをチャンネルにすることができるので、アフィリエイトによって伝達される情報もまた
、図１に示されるようにチャンネルによって伝達することができる。
【００６８】
　アフィリエイト及び広告主によって取得されたデータは、広告キャンペーンを管理又は
最適化する際に極めて有用とすることができる情報を含むことができる。例えば、広告主
によって、或いは広告主のウェブサイト又はアウトレット、ポータル、或いはアフィリエ
イトを通じて提供される媒体をユーザが利用することを介してアフィリエイトによって取
得された広告キャンペーンパフォーマンス又はユーザ情報は、情報のリッチソースを提供
することができ、これを利用、分析、又は調査して、種々の関連、種々のユーザに対して
、種々の時間、その他での広告の将来の可能性のあるパフォーマンスを決定することがで
きる。サーバ１０２を使用する広告キャンペーンファシリテータは、多数のアフィリエイ
ト及び広告主からデータを取得、収集、及び利用、又はデータの利用を容易にするのに有
利な中心位置にある。
【００６９】
　図２は、本発明の１つの実施形態による方法２００を示すフローチャートである。ステ
ップ２０２で、広告キャンペーン促進プログラム１３４（図１に示される）を使用して、
広告主からの広告キャンペーン情報がサーバ１０２によって取得され、広告キャンペーン
データベース１３６に記憶される。幾つかの実施形態において、広告キャンペーン情報は
、広告主以外の１以上のエンティティから一部又は全体で提供することができる。広告キ
ャンペーン情報は、パラメータ又は詳細又は広告キャンペーンを含むことができる。例え
ば、広告キャンペーン情報は、キャンペーン目的又は予算に関係する条件又は制約を含む
ことができ、或いは広告自体、チャンネル、戦術、その他を指定、定義、又は記述する情
報を含むことができる。オークションベースのスポンサー付き検索結果リスト化に関して
、広告キャンペーン情報は、例えば以下に説明されるように用語又は用語クラスタに関連
した最大又は最小入札値又は入札ポジション（リスト化のランキング又はプロミネンス（
注目度））などの入札パラメータを含むことができる。このような広告キャンペーン情報
はまた、例えばＲＯＡＳ（広告費用対効果）、ＣＰＩ（クリック・パー・インプレッショ
ン）などのメトリクス、又は他のメトリクス、以下に更に説明される個々の広告、用語又
は用語グループ、チャンネル、戦術、その他に関して表わされるキャンペーン目的、割当
額、又はゴールを含むことができる。
【００７０】
　ステップ２０４で、広告キャンペーン促進プログラム１３４を使用して、広告キャンペ
ーンパフォーマンス情報がサーバ１０２によってアフィリエイト（又はチャンネル）及び
広告主（又はアフィリエイト又は広告主のいずれか）から取得され、広告キャンペーンデ
ータベース１３６に記憶される。広告キャンペーンパフォーマンス情報は、情報が広告キ
ャンペーン、チャンネル、戦術、或いは広告又は広告のグループの履歴パフォーマンスに
関する場合は多様性を含むことができる。広告キャンペーンパフォーマンス情報は、広告
がどのように効果的であるかに関する提案、又は特定のチャンネルを通じて表示された広
告などを指示又は提供する情報の多くのタイプを含み、ユーザ又は消費者行動に影響を及
ぼし、或は影響を及ぼす可能性がある。例えば、Ｙａｈｏｏ！などのアフィリエイトは、
特定のスポンサー付き検索結果リスト化に関するパフォーマンス情報を収集することがで
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きる。情報は、リンクをクリックした閲覧者、又はリスト化の結果として広告主のウェブ
サイトで製品を買った又は購入した閲覧者などの数又はパーセンテージを含むことができ
る。
【００７１】
　幾つかの実施形態において、幾つかの多様な広告キャンペーンパフォーマンス情報の追
跡及び収集を容易にするために、ＨＴＭＬタグが広告主のウェブサイト又はその別のペー
ジ（図４に関して更に詳しく説明されるように）に挿入される。このような場合、タグ付
けは、広告キャンペーン促進プログラム１３４によって容易に行うことができ、どこに位
置しようとも、及び誰が使用しようともタグ付けプログラミング又はアプリケーションは
、広告キャンペーン促進プログラム１３４の一部と考えることができる。更に、広告キャ
ンペーンパフォーマンス情報及び他の情報は、新しい情報又は更新された情報が得られた
ときに広告キャンペーンデータベース１３６で定期的又は継続的に更新することができる
。
【００７２】
　広告キャンペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報を取得する段階は、当
業者に公知の方法によりデータのあらゆる必要な再フォーマット又は変換を含み、異なる
ソース及び異なるアフィリエイトからのデータの取得及び記憶に対処する。
【００７３】
　方法２００には含まれていないが、幾つかの実施形態において、ユーザ情報はまたアフ
ィリエイト又は広告主から取得される。ユーザ情報は、ユーザプロファイル情報、ユーザ
行動情報などを含むことができる。このような情報は、例えば上記で引用により組み込ま
れた米国特許出願第６０／５４６，６９９号及び１０／７８３，３８３号において詳述さ
れるように、例えば、広告に対してユーザを対象とするのに有用とすることができる。
【００７４】
　ステップ２０６で、広告キャンペーン促進プログラム１３４を使用して、広告キャンペ
ーン情報、広告キャンペーンパフォーマンス情報、並びにユーザ情報などの利用可能な他
の情報を含む取得された情報は、最適な広告キャンペーン戦略の決定を容易にするか、或
いは決定するために分析される。本明細書では、「最適な」広告キャンペーン戦略とは、
最適又は他の戦略よりも優れていると判定されたもの、最適の可能性が高いと判定された
もの、最適又は最適の可能性が高いと予測又は予想されたものなどといった他の何らかの
広告キャンペーン戦略を含む。幾つかの実施形態において、最適化は、パラメータ又はパ
ラメータの組合せに関して行われ、又は広告主によって指定され、又は広告キャンペーン
促進プログラム或いは他の方法によって自動又は部分自動的に提供される。
【００７５】
　更に、「広告キャンペーン戦略」は、広告キャンペーンに関する一連の措置（例えば現
在の設定又は戦略を変更する又は変更しないことを含む）又は行為、或いはその態様又は
構成要素を含む。広告キャンペーン戦略は、広告キャンペーンの１以上の態様又はパラメ
ータに関する措置についての推奨を含むことができ、即時の措置又はパラメータセット、
或いは特定の時間ウィンドウにおける措置又はパラメータセットを含むことができる。例
えば、最適な広告キャンペーン戦略は、オークションベースの検索結果リスト化状況の関
連において、スポンサー付きのリスト化に関連した検索語又は検索語のグループに関する
オークション又はマーケットプレイスに関連した入札及び入札ハイディングレートに関す
る推奨を含むことができる。
【００７６】
　ステップ２０８で、広告キャンペーン促進プログラム１３４が、例えば広告主のため又
はその代行として広告キャンペーン（又は広告キャンペーンセット）の管理を容易にし、
又は管理するのに使用される。幾つかの実施形態において、広告キャンペーン促進プログ
ラム１３４は、広告キャンペーン又はキャンペーンセットの自動管理を容易にする。本明
細書で使用される「管理」は、１以上の広告キャンペーン或いはその態様に関する措置又
は行為決定を監視及び実行又は実施することに関する多様な活動のいずれかを含む。幾つ
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かの実施形態において、例えば広告主は、１以上のユーザ対話型コンピュータアプリケー
ションを備え、１以上の広告キャンペーン又はその態様のパフォーマンスに関する広告キ
ャンペーンデータベース内の情報のアクセス、処理、及びリレーショナルデータベース検
索のような検索を可能にする。広告主は、例えば、特定の広告、特定の広告チャンネル、
特定のキャンペーン又はキャンペーン要素などのパフォーマンスに関する情報の閲覧、レ
ポート取得、その要約取得、或いはダウンロードでさえも要求することなどによって、広
告キャンペーンパフォーマンスに関するパラメータを指定することができる。オークショ
ンベースのスポンサー付き検索結果リスト化の関連では、これは、特定の検索語又は検索
語のグループに基づいて特定の戦術又はチャンネルなどに関連して広告パフォーマンス又
は広告キャンペーンパフォーマンスの概要を取得する段階を含むことができる。広告キャ
ンペーンデータベース１３６は、広告キャンペーンパフォーマンスに関する異なるアフィ
リエイト及び広告主ソースからの多量の蓄積情報を収容することができ、この点で極めて
有用である。
【００７７】
　広告キャンペーン管理はまた、新しい広告又はリスト化の削除又は導入、広告の修正又
は変更などによって、広告自体を管理又は自動管理する段階を含むことができ、その情報
の全ては、広告キャンペーンデータベース１３６内に記憶することができる。
【００７８】
　更に、広告キャンペーン管理は、新しい広告主からキャンペーン又はキャンペーンセッ
トを追加する段階、或いはどの広告主が所与の時間にログインされるかなどの広告キャン
ペーン促進プログラム１３４の使用に関する情報を求める段階を含むことができる。この
ような動作は、例えばサーバ１０２の広告キャンペーンファシリテータ又はマネージャー
に関連した個人或いはこれらが雇用する個人に制限することができる。
【００７９】
　広告キャンペーンの管理はまた、広告キャンペーン戦略又は措置を実行する段階或いは
自動実行する段階を含むことができる。例えば、オークションベースのスポンサー付き検
索結果リスト化の関連では、これは、入札戦略を実施する段階を含むことができる。
【００８０】
　幾つかの実施形態において、広告キャンペーン管理は、決定された最適な広告キャンペ
ーン戦略を実施又は自動実施する段階を含むことができる。最適な広告キャンペーン戦略
は、広告キャンペーン促進プログラムを使用して自動又は部分自動的に決定することがで
きる。決定されると、広告キャンペーン促進プログラムを用いて、このような戦略を自動
又は部分自動的に実施することができる。オークションベースのスポンサー付き検索結果
のリスト化関連におけるこの実施例及び実施形態を以下に説明する。
【００８１】
　幾つかの実施形態において、広告キャンペーン管理又は広告キャンペーン最適化の両方
ではなくいずれかが容易になる点に留意されたい。
【００８２】
　幾つかの実施形態において、広告キャンペーンは、例えば広告主に関連した広告会社な
どの広告主以外のエンティティに対して、或いはこれに代わって容易にすることができる
点に留意されたい。
【００８３】
　以下の説明の大半は、スポンサー付き検索結果リスト化、オークションベースのスポン
サー付き検索結果リスト化マーケットプレイス、及び関連するコンテキストに関する本発
明の実施形態に関する。しかしながら、この関連で説明された方法及びシステムは、他の
オンライン関連並びに場合によってはオフライン関連を含む、多様な他の関連にも同様に
適用可能である点を理解されたい。
【００８４】
　幾つかの実施形態において、広告主は、そのウェブサイトの関連のあるウェブページに
ＨＴＭＬタグを配置し、サーバに送信され広告キャンペーンデータベース１３６内に記憶
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されることになる広告パフォーマンス又はユーザ行動情報の自動追跡を可能にする。例え
ば、ＨＴＭＬタグは、ユーザ訪問、対話、又は広告主に関連したスポンサー付きリンクの
ユーザクリックの結果としての広告主のウェブサイトからの購入を追跡するのに使用する
ことができる。
【００８５】
　図３は、本発明の１つの実施形態によるネットワークコンピュータシステム３００のブ
ロック図である。図示のように、インターネット３０２は、１以上のマーケットプレイス
オペレータサーバ３２４を複数のウェブサイトベースのアフィリエイト３０４、３０６、
３０８、複数のウェブサイトベースの広告主３１０、３１２、３１４、及び複数のユーザ
３１８、３２０、３２２に接続する。マーケットプレイスオペレータサーバ３２４は、１
以上の広告キャンペーン促進サーバ１０２とすることができ、又はこれを含むことができ
る（図１に示されるように）。図示のように、アフィリエイト３０４、３０６、３０８は
、ＭＳＮ３０４、Ｙａｈｏｏ３０６、及びＮｅｗＹｏｒｋＴｉｍｅｓ３０８を含み、更に
、関連するウェブサイト又は検索エンジンを含む。図示のように広告主３１０、３１２、
３１４は、製品広告主３１０、サービス広告主３１２、及びコンテンツ広告主３１４を含
む。広告主３１０、３１２、３１４は、ビジター又は消費者が、製品、サービス、又はコ
ンテンツの購入としてこのような活動を行うことができる広告主のウェブサイトを含む。
広告主ウェブサイトのビジターは、スポンサー付きのリンク（ターゲットとされるリード
）などの広告から得られるリード、並びに他のトラフィックを含む。
【００８６】
　ユーザ３１８、３２０、３２２は、アフィリエイト３０４、３０６、３０８の１つのウ
ェブページを訪れるときにスポンサー付きリンクなどの広告主の広告が表示される。幾つ
かの実施形態において、マーケットプレイスオペレータは、マーケットプレイスオペレー
タサーバ３０４を使用して、広告主の広告の表示の配置を容易にする。
【００８７】
　アフィリエイト３０４、３０６、３０８とマーケットプレイスオペレータサーバ３２４
との間、及び広告主３１０、３１２、３１４とマーケットプレイスオペレータサーバ３２
４との間の通信は、ＡＰＩ３３６、３３８、３４０、３４２、３４４、３４６を使用して
容易にすることができる。幾つかの実施形態において、ＸＭＬベースのＡＰＩなどのＡＰ
Ｉは、インターフェースに広告キャンペーンデータベースを提供し、例えば広告リスト化
自体、又は入札、又は検索語に関するオークション３２６で提供されるオーダー又はオフ
ァーに関する変更を可能にする。
【００８８】
　図示のように、マーケットプレイスオペレータサーバ３２４は、仮想マーケットプレイ
ス３１６（又は仮想マーケットプレイスのセット）を提供又は提供を容易にするために使
用される。マーケットプレイス３１６は、アフィリエイト検索エンジンのユーザが検索に
おいて特定の検索語、検索語のグループなどを使用する場合に、ユーザに検索結果と共に
提示されることになるスポンサー付き検索結果リスト化に関連した検索語関係のオークシ
ョン３２６を含むことができる。マーケットプレイス３１６は、対応するアフィリエイト
及び広告主オファーの提案及びマッチングを含む、アフィリエイトと広告に関連する広告
主との間の配置を容易にするのに使用されるオファー交換を含むことができる。オファー
交換３２８を含むマーケットプレイス３１６及びその構成要素に関する追加の特徴及び詳
細は、上記で引用により組み込まれた米国出願第６０／５４６，６９９号及び１０／７８
３，３８３号で見ることができる。
【００８９】
　マーケットプレイスオペレータサーバ３１６はまた、例えば広告主３１０、３１２、３
１４に広告キャンペーン促進ツール３３０を提供するのに使用される広告キャンペーン促
進プログラム及び広告キャンペーンデータベースを含む。図示のように、ツールは広告キ
ャンペーン最適化ツール３３２と広告キャンペーン管理ツール３３４とを含む。
【００９０】



(22) JP 2008-508619 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

　図４は、本発明の１つの実施形態によるタグベースの自動化データ追跡及び収集を示す
ブロック図である。一般に、幾つかの実施形態によるタグ及びタグ付けを用いて、スポン
サー付きリスト化を介して取得されたリード及びこのようなリードによって生成されたコ
ンバージョンを含むユーザ動作、並びにこのようなコンバージョンによって取得された収
益を含む、又はこれらに関連するメトリクスの自動追跡を容易にすることができる。この
情報は、スポンサー付きリスト化のパフォーマンスの評価又は分析の際、或いは評価又は
分析を可能してこれらのスポンサー付きのリスト化又はそのため入札に関する戦略を策定
する際に、広告主又は他のウェブサイトオペレータにとって極めて価値のあるものとする
ことができる。更に、幾つかの実施形態においては、収集された情報は、本発明の幾つか
の実施形態による広告キャンペーン促進プログラム（例えば、図５に示されるような入札
オプティマイザ及び入札マネージャーを含む）によって使用され、このような戦略の分析
及び策定を行うことができる。
【００９１】
　本発明の幾つかの実施形態は、例えば、２００１年４月１０日に出願された名称「ＳＹ
ＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＭＯＮＩＴＯＲＩＮＧ　ＴＨＥ　ＩＮＴＥＲ
ＡＣＴＩＯＮ　ＯＦ　ＲＡＮＤＯＭＬＹ　ＳＥＬＥＣＴＥＤ　ＵＳＥＲＳ　ＷＩＴＨ　Ａ
　ＷＥＢ　ＤＯＭＡＩＮ（ランダムに選択されたユーザのウェブドメインとの対話をモニ
タリングするためのシステム及び方法）」の米国特許出願第０９／８３２，４３４号、及
び２０００年６月２日に出願された名称「ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ
　ＭＯＮＩＴＯＲＩＮＧ　ＵＳＥＲ　ＩＮＴＥＲＡＣＴＩＯＮ　ＷＩＴＨ　ＷＥＢ　ＰＡ
ＧＥＳ（ユーザのウェブページとの対話をモニタリングするためのシステム及び方法）」
の米国特許出願第０９／５８７，２３６号に説明されているような、ＨＴＭＬタグ付け、
データ追跡、及び関連する技術などの特徴又は技術を利用し、或いは組み合わせることが
でき、これらの出願の各々は引用により全体が本明細書に組み込まれる。
【００９２】
　インターネットベースのトラフィック４１０は、広告主のウェブページ４０４を訪れて
いるように図示されている。トラフィック４１０は、広告主のスポンサー付き検索結果リ
スト化のユーザクリックから生じたウェブページ４０４上のヒットであるリード４０２、
並びに他の非リードトラフィック４１２を含む。最初のウェブページ４０４を訪れた後、
ビジターはリンクをクリックし、図示されたページ４０６及び４０８のようなウェブサイ
トに関連した別のページ又は複数のページに進むことができる。ある時点で、ユーザは、
例えばショッピングカートに商品を入れるか、或いは実際に購入を行うことができる。ユ
ーザが広告主（又は他のエンティティ）のウェブサイトにより深く進むと、場合によって
は、最終的には購入することになり、これはファンネル(funnel)４１４として知られる。
図示のように、タグ４１６は、広告主のウェブページ（又は選択されたこのようなページ
）に含まれる。
【００９３】
　幾つかの実施形態において、ＨＴＭＬタグ４１６は、トラフィックの自動追跡、収集、
及び使用と、例えば後でインターネットを介してサーバ１０２に送信され広告キャンペー
ンデータベース１３６内に記憶される情報の収集とを容易にする。タグを使用すると、リ
ードを他のトラフィックと区別ことができ、一部では広告主のウェブページの構成によっ
ては、サーバ１０２に送信された追跡される情報４１６は、種々のウェブページのヒット
の数及び頻度及び時間、特定のリードに対してファンネルへの最も深いステージ、買物が
行われたかどうか、購入が済んだかどうか、購入のタイプ又は量、及び他の情報を含むこ
とができる。幾つかの実施形態において、広告主は、広告キャンペーン促進プログラム１
３４を使用して提供されるアプリケーションを介し、そのウェブサイト又はページのタグ
付け又はインストルメント(instrumentation)によって支援される（図１に図示）。
【００９４】
　幾つかの実施形態において、広告主（又は他のウェブサイトオペレータ）による初期イ
ンストルメント後、サイトに追加された新しいページが自動的に適切にタグ付けされる。
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【００９５】
　幾つかの実施形態において、タグは、サーバ１０２へのトランザクションＩＤ値の受け
渡しを容易にする。トランザクションＩＤ値は、広告主ウェブサイトで買物行動などのユ
ーザ行動の結果として生成される固有値である。トランザクションＩＤ値は、単一のブラ
ウザセッション内で行われる複数のショップとコンバージョン事象との区別を容易にする
ことができる。例えば、単一のブラウザセッションでの同じ収益額に対する第２のコンバ
ージョン事象が検出された場合、このような購入が実際に行われたかどうか明らかでない
場合があり、或いは、ビジターがコンバージョンタグの付いたウェブページをリフレッシ
ュするか、又はそこに戻った場合である。しかしながら、第２のトランザクションに対し
て新しいトランザクションＩＤ値を生成することは、第２のコンバージョンが行われたこ
とを明白にする。トランザクションＩＤ値を使用しない実施形態では、ブラウザセッショ
ン当たりの１人の買物客及び１つのコンバージョンに関する想定制限を利用することがで
きる。
【００９６】
　幾つかの実施形態において、タグ付けは、ヘッダにおいて全ウェブページにユニバーサ
ルタグを配置する段階を含む。更に、コンバージョンタグは、「お礼」ページ又は購入確
認ページなどのトランザクション完了ページのユニバーサルタグの上に配置される。ユニ
バーサルタグは、追跡されるＨＴＭＬページに関連したあらゆる顧客固有情報も取り込む
のに使用されるコードからなる。ユニバーサルタグは、Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ
　Ｓｃｒｉｐｔ（インストルメントスクリプト）と呼ばれるＪａｖａ(登録商標)Ｓｃｒｉ
ｐｔ（ジャバスクリプト）の一部を呼び出し、広告主が追跡を要求したページにマーク付
けする。幾つかの実施形態において、Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔは
、長さが約６ＫＢである。更に、幾つかの実施形態において、ユーザ行動は、Ｉｎｓｔｒ
ｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔによって収集され、１Ｘ１．ｇｉｆ画像リクエスト
を使用してサーバ１０２に送信される。Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔ
は、エンドユーザがタグ付ページを最初に閲覧するときにダウンロードされる。Ｉｎｓｔ
ｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔ（広告キャンペーン促進プログラム１３４の一部
とすることができる）は、サーバ１０２（又は、世界的ロケーションを含むことができる
多くの異なる地理的ロケーションに位置付けることができる多くのサーバ１０２の１つ）
から提供される。Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔは、セッションの最初
のページロードでビジターのブラウザにダウンロードされるだけである。最初のロード後
、ブラウザはスクリプトをキャッシュし、最終的にはクッキーを作成する。スクリプトは
、ユーザが自分のブラウザキャッシュをフラッシュしない限り再度ダウンロードされるこ
とはない。
【００９７】
　ユニバーサルタグはまた、タグが組み込まれているページの統計データを識別し収集す
る。ブラウザがタグ付ページを離れる場合、Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉ
ｐｔが停止され、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔの固有セキュリティ態様によりそれ以上データを
収集しない。Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔがブラウザ内で起動される
と、収集されたデータは、１Ｘ１画素．ｇｉｆ画像リクエストを介して送信される。
【００９８】
　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒｉｐｔは、ページビュー当たり２つのデータ
パケットを戻し、１つのパケットはページのロード時、１つのパケットはページのアンロ
ード時（すなわち、ビジターが次のページに移るとき）のものである。トータルで約５０
０から８００バイトがページ当たりに送信される。各データ送信は、低速モデム接続のビ
ジターに対してもビジターに影響しないバックグラウンドで全て行われる。幾つかの実施
形態において、各データ送信がサーバ１０２に到達するのに平均で約０．２１秒を要する
。データ送信を行うことができなかった場合、Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎ　Ｓｃｒ
ｉｐｔは停止され、それ以上データを収集しない。
【００９９】
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　幾つかの実施形態では追加のタグが利用される。例えば、買物客タグを用いて、広告主
がビジターを買物客とみなしていることを示すページは、ビジターの訪問を示すことがで
きる。買物客タグが存在しない場合、サイトのビジターが安全でないページからビジター
が買物客であることを示す安全なページに移行することを指定するデフォルト規則を使用
できる。
【０１００】
　本発明の幾つかの実施形態において、オークションベースの検索結果のリスト化関連で
は、広告キャンペーン促進プログラム１３４は、オークションでの入札戦略、検索語、検
索語のグループなどに関連した広告主による入札を最適化及び管理するのに使用される。
【０１０１】
　本発明の１つの実施形態において、広告キャンペーン促進プログラム１３４は、インタ
ーネットを介して広告主がアクセス可能なアプリケーションを含むソフトウェア及びプロ
グラミングツールのセットを含む。ソフトウェアツールセットは、オークションベースの
スポンサー付き検索結果のリスト化マーケットプレイスのマーケットプレイスオペレータ
でもある広告キャンペーンファシリテータによって提供される。
【０１０２】
　図５は、本発明の１つの実施形態による広告キャンペーン促進プログラム５０２とその
幾つかの概念的構成要素又はモジュールを示す概念的ブロック図５００である。広告キャ
ンペーン促進プログラム５０２は、インターネットを介して広告主に利用可能なソフトウ
ェア及びプログラミングツールのセットを含み、これはＭａｒｋｅｔｉｎｇ　Ｃｏｎｓｏ
ｌｅ　ｔｏｏｌ（マーケティングコンソールツール）５０４と呼ばれる。マーケティング
コンソールツール５０４は、Ｓｅａｒｃｈ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｒ　Ｔｏｏｌ（検索オプテ
ィマイザ（最適化）ツール）５０６（又は単にＳｅａｒｃｈ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｒ（検索
オプティマイザ）５０６）を含む。検索オプティマイザツール５０６は、とりわけＢｉｄ
　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｒ　Ｐｒｏｇｒａｍ（入札オプティマイザ（最適化）プログラム）５
０８（又は単にＢｉｄ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｒ（入札オプティマイザ）５０８）、Ｂｉｄ　
Ｍａｎａｇｅｒ　Ｐｒｏｇｒａｍ（入札マネージャープログラム）５１０（又は単にＢｉ
ｄ　Ｍａｎａｇｅｒ（入札マネージャー）５１０）、及びＢｉｄ　ｈｉｄｉｎｇ　ｅｎｇ
ｉｎｅ（入札ハイディングエンジン）５１２を含む。入札ハイディングエンジンは、入札
オプティマイザ（最適化）５０８と入札マネージャー５１０から分離して示されているが
、幾つかの実施形態においては、入札オプティマイザ５０８、入札マネージャー５１０、
又はその両方の一部とすることができ、或いはこれらとは部分的に又は完全に分離しても
よい。
【０１０３】
　幾つかの実施形態において、検索オプティマイザ５０６又はその構成要素は、広告主な
どのユーザによる、ユーザ特定及び固有のビジネス目的に従ってツールをユーザが調整又
は設定することを可能にする構成を含み、或いはその構成を可能にすることができる。例
えばユーザは、ユーザのビジネス論理及びビジネス目的に合うようにそのウェブページに
タグ付けする方法（図４に関して上記で詳細に説明された）に関する特定の決定を行うこ
とができる。
【０１０４】
　広告主は、マーケティングコンソールツール５０４を使用して広告キャンペーン又は広
告キャンペーンセットの最適化、管理、又は最適化と管理の両方を容易にする。マーケテ
ィングコンソールツール５０４は、広告主によってあらゆる必要なパラメータ及び広告キ
ャンペーン情報が提供された後で自動的にこれらの活動を容易にすることができ、又は広
告主からの意志決定入力によって部分自動的に容易にすることができ、或いは、広告キャ
ンペーンを最適化するために広告キャンペーンパフォーマンスの広告主分析を容易にし、
広告キャンペーン管理戦略の意志決定及び実施を含む広告主管理を容易にすることができ
る。
【０１０５】
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　検索オプティマイザ５０６はまた、ユーザ対話型インターフェースプログラム５１４を
含むことができ、これによって、例えば、広告キャンペーンデータベース（ユーザインタ
ーフェースに関する詳細は図１０を参照して提示される）内に記憶された情報へのユーザ
アクセス及び変更を可能にする。
【０１０６】
　入札オプティマイザ５１０と入札マネージャー５１２の役割は、その名称が示す通り、
それぞれ広告キャンペーン最適化及び広告キャンペーンパフォーマンスの促進又は実行を
含むことができるが、これらの役割はこの機能に限定されず、この機能の全ての態様を自
ら実行できない可能性があるので、この機能に関連した役割は、重複するか部分的に重複
する場合がある点に留意されたい。
【０１０７】
　幾つかの実施形態において、図５に関して上述したように、マーケットプレイスオペレ
ータは、とりわけターゲットとされたリードを広告主が収集するのを助けることができる
仮想マーケットプレイス（多数のマーケットプレイスを含むことができる）を提供する。
インターネットユーザは、ユーザが検索エンジンを使用するといつでもユーザが捜してい
るものを示すことができる。広告主及びインターネットユーザの両方は、検索に関連する
製品情報が提供されたときに利益を得る。
【０１０８】
　マーケットプレイスオペレータは、例えば、Ｙａｈｏｏ！及びＭＳＮ並びに他のよりロ
ーカルなポータル及び検索エンジンを含む、マーケットプレイスに参加する検索エンジン
アフィリエイト（可能性のある他のアフィリエイトの中で）のワールドワイドネットワー
クに関連付けることができる。参加しているアフィリエイトでは、マーケットプレイスオ
ペレータネットワークの２つの重要な機能は、検索リクエストを満たすのに必要な結果と
時間の関連性である。
【０１０９】
　幾つかの実施形態において、インターネットユーザが検索を実施する場合、ポータルは
、ユーザの検索に関連する、或いは関連する可能性が高いものとして証明された有料検索
結果（又はリスト化）を取り出すようマーケットプレイスオペレータサーバにリクエスト
を送信する。有料結果に対するリクエストと並行して、ポータルは、インターネットから
発見され関連性によりランク付けされた結果を取り出すよう別のリクエストを「アルゴリ
ズム」検索エンジンに送信する。アルゴリズムにより決定されたリスト化は、関連性の順
番で表示され、有料結果は、入札ポジション、関連性、又はその両方の順番で表示される
。有料検索結果では、マーケットプレイスオペレータは、各検索フレーズについてオーク
ションをホストし、入札値に基づいて結果をランク付けする。
【０１１０】
　マーケットプレイスオペレータは、リスト化がオークションに参加できる前に人間によ
る厳しい編集レビューを行うことによって、広告主のリスト化の関連性又はその一部を保
証することができる。編集レビューは、例えば、リスト化のタイトル及び説明が対応する
こと、或いはリンクされたウェブページのコンテンツが対応することを保証するなど、ス
ポンサー付きのリスト化が関連する検索語又は検索語グループに十分に対応することを保
証するのに用いることができる。幾つかの実施形態において、編集レビューは、最も頻繁
に使用されほとんどのトラフィック（或いは、以下に詳細に説明されるように「高速」語
）を生成する検索語又は検索語グループ、従って、労力と経費を保証する程重要であると
考えられる検索語又は検索語グループに限定される。人間の編集レビューは、コストと時
間を消費するが、スポンサー付きのリスト化の中で高度の関連性を保証することができる
唯一の方法であり、このようなリンクのユーザ及びこのようなリンクを提供するウェブサ
イト又は検索エンジンのユーザに大きな信頼を持たせることができる。
【０１１１】
　各マーケットプレイスにおけるマーケットプレイスオークションは、連続的に或いは頻
繁に更新される。オークションに参加することが許可されたリスト化を有する広告主は、
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その入札値に任意で頻繁な変更を行うことができ、同時にリスト化をオンライン及びオフ
ラインにすることができる。検索結果セットがアフィリエイトによってリクエストされる
場合、オークションの現在又は最新の状態は、提供されることになるリスト化を決定する
。インターネットユーザがマーケットプレイスオペレータによって提供されるリスト化の
１つをクリックすると、ＨＴＴＰリクエストは、マーケットプレイスオペレータサーバに
行き、広告主はクリックに対して請求され、インターネットユーザのブラウザは、広告主
のウェブサイト上の関連するページにリダイレクトされる。例えば、幾つかの実施形態に
おいて、広告主には、オークションでの２番目に低い入札値よりも０．０１ドル高く請求
することができ、広告主の入札値の０．１０ドルの最小値と最大値で制約される。同順位
（複数の広告主から同じ入札額）の場合、リスト化は、入札値が出された順番でランク付
けすることができる。同順位の入札値で最後に出されたリスト化以外の全ては、各クリッ
クに対して入札額全額を払うことになる。
【０１１２】
　一部のマーケットプレイスオークションは安定しているが、他は、絶えず主導権を争い
、入札競争に入るなどしている多数の広告主を有する。一部の広告主はその入札値を変更
するのは稀であるが、他の広告主は、可能な限り頻繁にその入札値を変更している。
【０１１３】
　入札値変更は、種々の方法で行うことができる。幾つかの実施形態では、入札値変更は
、マーケットプレイスオペレータウェブアプリケーションによってマニュアルで行われ、
或いはマーケットプレイスオペレータサーバとの通信及びデータベース（図１に示される
広告キャンペーンデータベース１３６など）のデータの変更を可能にする、ＸＭＬベース
のＡＰＩのようなＡＰＩによるプロセスを自動化するソフトウェアプログラムを使用する
ことによって行われる。
【０１１４】
　幾つかの実施形態において、広告主がリスト化に関連した入札値を変更すると、オーク
ションの新しい状態は、そのマーケットプレイスに検索結果を提供している全コンピュー
タ（又はサーバ）に利用可能にする必要がある。上述のように、検索提供の応答時間は重
要とすることができ、その為、これらの結果を提供するコンピュータは、ネットワーク待
ち時間を最小にするように検索結果をリクエストするアフィリエイトのサーバにできるだ
け近接して世界全体に複製される。検索サービスが分散される性質は、ほぼリアルタイム
で全ての関連する検索サービスサイトに対して全入札更新を複製するためにマーケットプ
レイスオペレータインフラストラクチャに負担をかける。入札更新の再現には、システム
をサポートするためのインフラストラクチャ、帯域幅、及び労力の点である程度のコスト
がかかる。
【０１１５】
　複製又は必要以上の複製に関連したコスト、システム要件、及び可能性のある遅延によ
り、幾つかの実施形態において広告主は、広告主、広告主のキャンペーンセット、又はそ
の１以上の構成要素に関連した入札更新の総量又は頻度に限定される。例えば、広告主は
、検索語又はグループなどの１つの入札値サブジェクトにつき１日当たりの入札更新をあ
る数に制限できる。広告主はまた、入札値サブジェクトのある数に対して１日当たりの入
札更新の総量（又は「プール」）又は頻度に制限されるなどによって、累積方式で制限す
ることができ、或いは広告のある数につき１日当たりのある平均入札更新量又は頻度に制
限することができる。幾つかの実施形態において、更新或いは利用可能な更新に対する広
告主の支払いは、広告主の支出に基づくことができる。更新が限定的な有用な資源とする
ことができるので、広告主が種々の検索語又は検索語クリエイティブに対して異なるよう
に利用可能な入札更新を割り当てることは賢明なことである。
【０１１６】
　例えば、広告主は、より重要な又は有用な検索語クリエイティブに対して、或いはより
変化しやすいマーケットでの検索語クリエイティブに対してより高い入札更新率を使用し
、あまり重要でない又は有用でない検索語又はグループに対して、或いはより変化しやす
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いマーケットでの検索語又はグループに対してより低い入札更新率を使用することによっ
て補償するよう意図することができる。幾つかの実施形態において、入札オプティマイザ
４０８は、例えばこのような要因に基づいて入札更新期間を決定する。これは、価値に関
わらず全リスト化に対して均一な更新率を利用するよりも更に合理的で最適な、或いは利
益極大化方法をもたらすことができる。更新頻度が少ないリスト化は、より頻繁に更新さ
れるリスト化をオフセットすることができる。例えば、リスト化限界は累積的なものとす
ることができ、これによって広告主が１以上のリスト化に対して限界を下回って使用する
場合、累積限界を超えない条件下で広告主は１以上の他のリスト化に対してより大きい限
界を使用することが許される。価値の計算、決定、又は見積もりを行う方法を以下に更に
説明する。
【０１１７】
　例えば、上述のオークションベースの事象での広告主又は他の入札者に有用とすること
ができる１つの技法は、入札ハイディング（隠蔽）（又は最大入札ハイディング）と呼ば
れる。入札ハイディングは、これに関して広告キャンペーン促進プログラム１３４を利用
することができる広告主自体などにより手動で用いることができる技術である。しかしな
がら、幾つかの実施形態においては、入札ハイディングは、例えば入札マネージャー５１
０又は入札オプティマイザ５０８或いはこの両方によって自動的に用いられる。
【０１１８】
　入札ハイディングは、リスト化オークションにおけるリスト化の入札者によって使用さ
れる戦略を含むことができる。例えば、入札者が提示する意思があるか又はその可能性が
ある一定の最大入札又は最高入札を入札者が有する、或いは提案する準備があると仮定す
る。しかしながら、入札者は、リスト化オークション中にこの最大入札が他の入札者に公
表されるのを避けたいと望む場合がある。落札者は、オークションで２番目に低い入札者
よりも１クリック当たり０．０１ドル高いなど、一定の額を請求され、これは必ずしも落
札者が実際に入札したものとは限らない。入札者の最大入札を公表すると、例えば、入札
者が悪意のある入札戦略を受けることによって入札者に不利益になる可能性がある。この
ような悪意のある戦略は、第２入札者が第１入札者の最大入札のすぐ下に入札することを
含むことができ、第１入札者がリスト化を落札すると仮定すると、第１入札者は、事実上
第１入札者の最大入札値に基づいて確実に入札されることになる。更に、最大入札を公表
することは、入札者が入札する意思があることを可能性のある競争相手が認識することが
でき、これは入札者にとって望ましくない可能性がある。
【０１１９】
　入札ハイディング又は最大入札ハイディングとは、入札者が入札者の最大入札値を提出
した場合に、入札者は課金されると見込んでいるのと同じ額だけ入札するが、上述のよう
にして課金される額が入札者の最大入札を下回る可能性がある技術である。例えば、広告
キャンペーン促進サーバ（複数のサーバ）に含まれるプログラミング又はソフトウェアモ
ジュールとすることができるシステムガバナーは、オークションに関連して使用でき、こ
のシステムガバナーは、１リスト化につき広告主当たりの更新の量、最大入札ハイディン
グ更新間の時間である更新期間を制限する。
【０１２０】
　例えば、マーケットプレイスオペレータが、全最大入札及び各入札に関連する広告（ク
リックは２番目に低い入札者よりも０．０１ドルだけ上回って請求される）を含むオーク
ションの状態を公表すると仮定する。入札ハイディングは、入札者がその最大入札値をオ
ークションに提出した場合に課金されると見込んでいる額の通りに入札することによって
広告主の最大入札を隠そうとする。これは、競争相手による監視から最大入札値を保護す
るだけでなく、競争相手の入札よりも０．０１ドル低く入札するようなある悪意の入札戦
略を阻止し、その結果、競争相手は、各クリックに対し最大入札値を支払う。
【０１２１】
　幾つかの実施形態において、入札オプティマイザ５０８は、有料検索結果のようなリス
ト化に対する広告主による望ましい又は最適な入札を決定する際に有用な広告主ユーザに
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よって構成可能なプログラミング、ソフトウェア、又は１以上のアプリケーションを含む
ことができる。ユーザによる構成段階は、例えばユーザがターゲット及び制約を設定する
段階を含むことができる。制約は、最大入札と最小入札を含むことができる。ターゲット
は、リスト化に関連付けることができ、リスト化のパフォーマンスに関連する１以上のメ
トリクスの観点で指定することができる。入札オプティマイザ４０８は、メトリックに関
連した近接過去の分析データを分析し、入札オプティマイザによって予想される入札推奨
を指定してターゲットを達成又は可能な限りターゲットに近接して得ることができる。入
札オプティマイザ４０８は、最大入札及び更新期間を含むことができるリスト化に対し推
奨することができ、この更新期間は、最大入札ハイディング更新の間の時間とすることが
できる。
【０１２２】
　幾つかの実施形態において、例えば広告キャンペーン促進プログラムの一部であるプロ
グラミング又はソフトウェアモジュールとすることができる入札更新率ガバナーは、マー
ケットプレイスオペレータの複製費用を制限するのに使用されるが、更に、広告主がその
ビジネスにとって最も重要なオークションのポジションを制御する機能も制限する。従っ
て、本発明の幾つかの実施形態は、広告主のビジネス目的とマーケットプレイスオペレー
タの費用構造を調整することによってこの問題に対する解決策を提供する。
【０１２３】
　１つの方法は、マーケットプレイスオペレータが入札更新に対して広告主に課金するこ
とである。これは、複製に関連したマーケットプレイスオペレータのコストを対象とし、
効率的に入札更新を利用するために広告主にインセンティブを提供することになる。これ
は、各入札更新の真値に関する広告主による合理的な決定をもたらすことになる。この方
法は、オークション参加者が単に参加のためにだけ課金されるべきではないという認識（
これは、検索連動型広告ビジネスモデルに反すると考えられる）を含む幾つかの理由によ
りある状況下では実施可能ではない場合がある。
【０１２４】
　幾つかの実施形態において、入札更新頻度は、そのリスト化によって広告主に提供され
る値に基づいてリスト化に対して調整され、値が大きい程入札更新頻度が多くなる。少数
のリスト化があらゆる所与の広告主に対して値の大部分を提供しており、そのため、多く
の低い値のリスト化に対する入札更新頻度の減少を利用して、高い値のリスト化に対する
入札更新頻度の有意な増大を相殺するのが一般的である。広告主に対する恩恵が大きいと
同時に、入札更新の全体数（従ってコスト）は一定に保たれるか或いは低減される。
【０１２５】
　本発明の第１の実施形態は、入札更新率ガバナーが利用可能ではない、すなわち値ベー
スの入札更新率が入札マネージャー４１０の一部とすることができる入札ハイディングエ
ンジンに内部的に制御されるように、ＸＭＬベースのＡＰＩへの特別なアクセスで実施さ
れる。他の実施形態では、値ベースの入札更新率を実行するようガバナーが修正されるこ
とになる。
【０１２６】
　リスト化についての広告主の支出比及びリスト化からのリードによって生成された広告
主の収益比を含む、この関連でのリスト化の「値」に対し多くの利用可能な定義が存在す
る。幾つかの実施形態において、「値」は、入札オプティマイザ５０８を使用して計算さ
れる。
【０１２７】
　幾つかの実施形態において、リスト化値は、リスト化の支出比Ｓに基づいて決定される
。幾つかの状況では広告主の支出の９０％がリスト化の１％だけに集中していることが研
究によって示された。これは、例えば、全てのこれらのリスト化が最大比率で入札更新が
行われ、リスト化の最も低い支出９９％の半分だけ入札更新比率が低減されることになる
場合、リスト化の上位支出１％の入札更新率を前の比率の１００倍まで増やすことができ
るが、入札更新の全体数は増えないことを意味する。
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【０１２８】
　第１の実施形態において、以下の式が使用される。
（１）Ｒ＝ｍｉｎ（ｍａｘ（Ｍ×Ｓ，Ｒmin），Ｒmax）
ここで、
Ｒは、リスト化に対する入札更新間の分単位の値ベース入札更新率である。
Ｓは、ｍｉｎｕｔｅｓ／ｄｏｌｌａｒ単位のリスト化に関する広告主の最近の支出比であ
る。リスト化がクリックなし、従って支出なしの結果となった場合、Ｓ＝Ｒmax／Ｍ
を使用することができる。
Ｍは、ドルの単位の入札更新当たりに必要とされる支出である。Ｍは、Ｍ＝２．００など
の定数とすることができ、或いは入札更新コストの変化を反映するように動的に更新する
ことができる。
Ｒminは、分の単位の入札更新間に配分される最小時間である。第１の実施形態において
は定数Ｒmin＝５が使用されるが、異なる定数を使用してもよく、或いは動的に変化させ
ることもできる。
Ｒmaxは、分単位の入札更新間に配分される最大時間である。第１の実施形態においては
定数Ｒmax＝１０２０が使用されるが、異なる定数を使用してもよく、或いは動的に変化
させることもできる。
【０１２９】
　Ｓを決定するために、リスト化に関連した「最近の」活動を振り返ってみる。この関連
では、最近は、比較的安定した重要な十分なデータセットを収集するために時間をかなり
遡って振り返ることになるが、支出比における最近の変化を隠すほど広範ではない。どれ
位振り返るかに関する持続時間を分単位でＤとして定義し、持続時間Ｄの間に広告主に対
するドル単位のコストＣを定義することができる。
　Ｓ＝Ｄ／Ｃ
【０１３０】
　幾つかの実施形態において、Ｄを制限する必要はないが、データの制限のない量を考え
る必要がないことが望ましい。第１の実施形態において、Ｄmaxの最大値は３０日である
。考慮される関連データセットを決定するための幾つかの戦略がある。例えば、１つの方
法は、例えばＣ≧１０である一定の支出額を取り込むのに十分な程遡って振り返ることで
ある。この戦略は、クリック当たりのコストに対して不変であるといった欠点を有する。
別の方法は、例えば３日など一定の持続時間を振り返ることである。この戦略は、支出比
における高頻度の変更に対し敏感ではないといった欠点を有する。別の方法は、クリック
のある数、例えば少なくとも１００を取り込むのに十分な程遡って振り返ることである。
これは、第１の実施形態で使用される戦略である。
【０１３１】
　幾つかの実施形態において、入札オプティマイザ４０８は、予想ベースの予算アウェア
であり、有料配置ネットワークでの限定予算の支出を最適化する。予想ベースの最適化を
サポートするためのインフラストラクチャは重要である。入札値最適化のソートは、より
短い時間フレームで提供され、回顧的制御ループオプティマイザは、最大入札値を推奨す
るのに使用される。
【０１３２】
　幾つかの実施形態において、ユーザインターフェースは、広告主に代わって推奨された
変更を実行する広告主のオプションを提供する。ユーザは、ユーザが変更する推奨を自動
的に受け付け、或いはマニュアルで推奨を受け付けるアカウントを設定することができる
。
【０１３３】
　広告主などのユーザは、メトリック（例えば、ＣＰＡ又はＲＯＡＳ）を選択し、メトリ
ックに対するターゲット値を提供することができる。メトリックに対する現在値は、近接
過去にわたり測定され、推奨される最大入札値が、ターゲットにより近付くように試みて
上下に調節される。
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【０１３４】
　幾つかの実施形態において、インプリメンテーションは、リスト化を提示させるために
正確な検索語又は複数の検索語が入力されるマッチング方式、又は検索において１つ又は
複数の用語がどこかに現れることだけが必要とされるマッチング方式などの種々のマッチ
ング方式又は選択をサポートする。
【０１３５】
　幾つかの実施形態において、広告主は、ターゲット及び制約を設定することによって入
札オプティマイザ４０８を構成する。例えば、幾つかの実施形態において、ユーザは、タ
ーゲットＣＰＡ（顧客獲得単価）を指定する。ユーザはまた最大ＣＰＡを指定し、これは
提案が成功したかどうかを判断するために（ＣＰＡターゲットに関連して）使用される。
任意選択的に、ユーザはまた、最大２つの制約、すなわち最大入札、最小入札を指定する
ことができる（幾つかの実施形態は、２つの付加的な制約である、最大ポジションと最小
ポジションとを含むことができる）。これらのターゲット及び制約は、以下のレベル、す
なわちグローバルデフォルト（例えば、全キャンペーンセットにわたって）、キャンペー
ンデフォルト、及びクリエイティブで指定することができる。これらのレベルは、階層を
形成し、クリエイティブレベルに値が指定されない場合、キャンペーンレベルからの値が
使用され、キャンペーンレベルの値が指定されない場合、グローバルデフォルトが使用さ
れる。
【０１３６】
　幾つかの実施形態において、ターゲットが要求され、従って、値又は「継承」（継承は
、グローバルデフォルトに対して利用可能ではない）のいずれかである２つの状態だけが
利用可能である。制約は任意であり、３つの状態、値、「継承」又は「なし」（「継承」
が利用可能でない場合、グローバルレベルを除く）の１つを有することができる。ターゲ
ット（及び分析）は、推奨の入札オプティマイザ４０８の選択をガイドし、オファーの成
功を評価する方法を決定するために使用される。幾つかの実施形態において、全ての最適
化及び評価は、オファーのレベルで行われる。
【０１３７】
　制約（及び入札オプティマイザ４０８の推奨及び現在のマーケットプレイス状態）は、
入札マネージャー４１０の入札更新をガイドする。インポートでは、０．１０ドルより低
い現在の入札を有するリスト化は、現在の入札に対する最大入札制約及び最小入札制約セ
ットを有することになる。全ての他のリスト化は、インポートで制約値を継承することに
なる。
【０１３８】
　幾つかの実施形態において、入札オプティマイザ４０８は、インプレッション、リード
、コンバージョン、コスト、収益などに関連する分析について時間を遡って（３０日まで
）振り返る。最初に、入札オプティマイザ４０８は、少なくとも１０コンバージョンをカ
バーするのに十分に遡った時間期間の分析を収集する。ゼロコンバージョンが見つかった
場合、入札オプティマイザ４０８は同じプロセスを進むが、少なくとも１，０００リード
をカバーするよう調べる。ゼロリードが見つかった場合、入札オプティマイザ４０８は、
少なくとも１０，０００インプレッションをカバーしようと試みる。必要とされる数の事
象（コンバージョン、リード、又はインプレッション）をカバーするための時間期間は、
集約期間と呼ばれる。分析に基づいて、入札オプティマイザは、各リスト化に対する推奨
を形成し更新する。
【０１３９】
　幾つかの実施形態において、リスト化に対する推奨は、最大入札と更新期間（最大入札
ハイディング更新間の時間。この値がどのように使用されるかについては入札マネージャ
ーを参照）とからなる。各リスト化は、そのリスト化に対するマーケットプレイスの分析
及び動的特性に基づいて推奨を受け取る。
【０１４０】
　幾つかの実施形態において、リスト化に対する入札推奨は、以下のこれらの条件の少な
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くとも１つが満足されるときにチェック／更新される。すなわち、（１）集約期間の少な
くとも２０％が最終チェック以降経過している。（２）ゼロコンバージョンが集約期間に
見つかった場合、ターゲットＣＰＡを使うのに必要な時間の少なくとも２０％が最終チェ
ック以降経過している。言い換えると、ターゲットＣＰＡが１０ドルであり集約期間が１
００時間、集約期間中のコストが１００ドルである場合、ターゲットＣＰＡを使うのに必
要な時間は１０時間であり、そのためこの規則では、２時間毎にチェックをトリガするこ
とになる。（３）最終チェック以降少なくとも１日が経過している。
【０１４１】
　幾つかの実施形態において、更新期間は、以下の式から求められ（支出比に比例する）
、ここで各リスト化について、推奨はマッチする第１規則によって更新される。以下では
、「Ｉｍｐｒ」は「ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎ（インプレッション）」を意味し、「Ｃｏｎｖ
」は「ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎｓ（コンバージョン）」を意味し、「ＣＰＡ」は、「顧客獲
得単価」を意味する。

表１
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【０１４２】
　幾つかの実施形態において、所与のオファーに対してリードが変換される率が全入札ポ
ジションについて同じであると仮定する。
【０１４３】
　幾つかの実施形態において、入札マネージャー４１０は常に、２番目に低い入札値より
も０．０１ドル高く入札しようと試みることによって最大入札ハイディングを行う。
【０１４４】
　幾つかの実施形態において、リスト化に対する入札オプティマイザ４０８の推奨は、最
大入札値と入札更新期間とからなる。入札マネージャー４１０は、各更新期間の終わりに
リスト化の入札をチェック／更新する。ある状況の下では、リスト化の入札のスケジュー
ル外のチェック／更新が実装される。この状況は、（１）制約が変更され、現在の入札が
新しい制約に違反している。これらの入札更新は最優先事項であり、（２）推奨される最
大入札が変更される。
【０１４５】
　リスト化の入札がチェック／更新される（スケジュールされた、又はスケジュール外の
もの）場合には必ず、推奨される更新期間に基づいて入札の次のチェックがスケジュール
される。入札マネージャー４１０は、リスト化の入札を管理する度に、マーケットプレイ
ス状態、推奨、及び制約を調べる。入札マネージャーは、最大入札を生成するための制約
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（ポジションベースの制約に対するマーケットプレイス状態を含む）によって推奨最大入
札を制限する。制約を満たすことができる場合、マーケットプレイス状態を調べ、最大入
札に等しい既存の競合する入札があるかどうかを確認する。入札がある場合には、現在の
入札が最大入札である。ない場合には、マーケットプレイス状態を調べ、最大入札よりも
低い最も高い競合する入札を探す。このような入札が見つかった場合、現在の入札は、当
該入札よりも０．０１ドル上回る。低い入札が見つからなかった場合、現在の入札値は最
小入札となる。前回の現在入札が新しい現在入札と等しい場合、更新は必要とされない。
いずれの場合にも、次の更新時間は、現在の時間と推奨更新期間を加えたものに設定され
る。
【０１４６】
　幾つかの実施形態において、入札更新率及びマーケットプレイス状態チェック率を制限
するシステムガバナーが導入され、複製負荷を低減することができる。
【０１４７】
　後方回顧制御ループ(backward-looking control-loop)の最適化は、入札オプティマイ
ザ４０８の収束率と制御下のシステムにおける変化率との間の相互作用の影響を受ける点
に留意されたい。例えば、１日を通したウェブサーフィン人口の変動に起因して、コンバ
ージョンレートは２４時間サイクルで正午から真夜中まで２倍変化すると仮定する。制御
ループが短い最近の時間期間（例えば２、３時間）にわたって測定し迅速に収束できる場
合、１日のサイクルはかなり良好に追跡されることになる。しかしながら、大きな不一致
がある場合、制御ループは入札を引き上げると共に、コンバージョンレートが下降し、コ
ンバージョンレートが上昇している間は入札が下降する。制御ループが現在のパフォーマ
ンスを評価するために数日にわたって遡り振り返る場合、１日のサイクルは、推奨にあま
り影響を与えず、入札は比較的安定したまま１日のサイクルを追従しない。
【０１４８】
　幾つかの実施形態において、入札変更の種々のクラスは、別個に制御される。例えば幾
つかの実施形態において、０．０５ドルよりも小さい自動推奨変更が自動化されるが、よ
り大きなものに対して明確な承認が得られる。幾つかの実施形態において、入札値増大は
自動化されるが、入札値減少は自動化されない。
【０１４９】
　レートメトリクス(rate metrics)の統計的な有意性を求める段階は、幾つかの検討事項
を含む。一般には、レート:rate（エラーバー:error barsに関する）を決定するために成
果事象を十分に測定することが望まれる。例えば、１００コンバージョン事象を見る時ま
でに、コンバージョンレートが極めて小さい場合でも、どんなリード対コンバージョンレ
ート(lead-to-conversion rate)であるかに関する良好なアイデアがある。しかしながら
、１００リードの測定後、１つのコンバージョンを見たと仮定する。この場合、そのレー
トがどうであるかを信頼性を持って言うことはできない。しかしながら、レートに対する
幾らかの制限を加えることができ、例えばレートが７５％よりはるかに小さいことは信頼
できる。レート見積もりに確信を持つために幾つの成果事象を測定する必要があるか、並
びに、レート最大における信頼度が測定されたソース事象の数のどのような関数であるか
を特徴付けることが必要である。
【０１５０】
　幾つかの実施形態において、構成可能なパラメータは、データ保存期間Ｎ、すなわち統
計的な有意性に必要とされるインプレッション／リード／変換の数、及び連続的な推奨更
新間の遅延、及び推奨ステップサイズを含む。
【０１５１】
　遅延は、Ｎ個のインプレッション、リード、又はコンバージョンを達成するための時間
の関数として表す必要がある。これにより、高いインベントリオファーがより厳密な制御
ループを有することが可能となる。最大遅延が生じるはずであり、その結果、トラフィッ
クの無い／低トラフィックのオファーでも推奨更新が得られる。日分割が行われる場合、
遅延は、データが２４時間毎或いは７日毎の所与の日分割に対してだけ収集される場合に
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意味があるように表現する必要がある。
【０１５２】
　推奨ステップサイズは、ギャップ認識があることに適応可能であり、場合によってはギ
ャップ(gap)認識であってもよい。変化率を低速にするためにサブぺニー(sub-penny)にす
ることができる。
【０１５３】
　図６は、本発明の１つの実施形態によるシステム６００のブロック図である。図示のよ
うに、システム６００は、広告キャンペーン促進プログラムの一部とすることができる検
索オプティマイザ６０２、マーケットプレイスオペレータによって提供又は容易にできる
マーケットプレイス６０４、及び広告主ウェブサイト６０６を含む。検索オプティマイザ
６０２は、入札マネージャー６１６と入札オプティマイザ６１８とを含む。検索オプティ
マイザ６０２は更に、制約データベース６０８、推奨データベース６１０、ターゲットデ
ータベース６１２、及び分析データベース６１４を含むデータベースを含む。データベー
ス６０８、６１０、６１２、６１４は、広告キャンペーンデータベースの一部とすること
ができる。入札オプティマイザに送られるターゲット情報、入札オプティマイザ６１８か
ら推奨データベース６１０に送られる推奨情報、及び入札マネージャーに送られる制約及
び推奨情報を含むデータフローが図示されている。他の図示されるデータフローは、マー
ケットプレイス６０４から入札マネージャー６１６及び入札オプティマイザ６１８に送ら
れたオークション状態情報、入札マネージャーからマーケットプレイス６０４に送られる
入札更新情報、マーケットプレイス６０４から広告主ウェブサイト６０６に送られる照会
（リード）並びにコスト及びインプレッションデータ、及び広告主ウェブサイト６０６か
ら分析データベース６１４に送られるクリックストリーム(click stream)情報を含む。図
示の情報フローは、網羅的或いは限定を意図するものではない。
【０１５４】
　上述のように、オークションベースのスポンサー付き検索結果リスト化環境の実施形態
では、リスト化のプロミネンス（注目度）又はランクは、広告パフォーマンスに重要なも
のであり、従って、広告キャンペーン最適化に関連することができる。ランクは、ユーザ
に表示されるページ上のリスト化の配置の品質を決定するので広告主にとって重要である
。詳細はアフィリエイト（検索エンジン）によって変わるが、典型的なレイアウトは以下
の通りである。トップランクのリスト化がページのトップに現れ、次のリスト化が右のレ
ールに現れ、更なるリスト化がページの下部に現れる（通常、スクロールしないと見えな
い）。上位５つ又はそれより下にランクされたリスト化は、次の検索結果ページに現れる
ことになる。
【０１５５】
　ランクとインプレッション及びクリックスルーレートの両方の数（クリック・パー・イ
ンプレッション）との間に強い相関関係があり、これは、そのウェブサイトへより多くの
ビジターを得るために広告主がクリック当たりにより多く支払う（より高いランクを得る
）機会を提供する。この結果、広告主は、リスト化によって生成されるそのウェブサイト
上の広告主のビジネス目的及びトラフィック品質に基づいて各リスト化に広告主が幾らで
入札する意思があるかを決定する必要があり、又は決定すべきであり、或いは広告主の利
益に基づいて決定することになる。
【０１５６】
　図６に関して図示され説明される実施形態において、入札管理と入札最適化との間に概
念的な区別が維持される。この実施形態において、入札管理は、いずれかの所与の時間に
オークションに提示する入札を正確に決定する段階を含み、この決定は、提示する意思が
ある最大入札と、オークションで公表される他の入札とに基づく。１つの共通の入札管理
戦略は入札ハイディングであり、これは、クリック当たりに支払う額を正確に入札する段
階を含み、上記で既に説明された。この実施形態において、入札最適化は、いずれかの所
与の時間にリスト化に対してクリック当たりに支払う意思がある最大額の決定を含む。入
札管理と入札最適化の区別は、図６に関して図示され説明される実施形態を含む、ある実
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施形態にのみ適用される点に留意されたい。他の実施形態は、必ずしもこのような区別を
含むとは限らない。
【０１５７】
　入札最適化のタスクは、広告主にとって困難なものになる可能性がある。広告主は、ウ
ェブサイト上で個々のユーザの行動を追跡し、ユーザをサイトに誘導したリスト化と成果
を関連付けることによって、各リスト化に対してトラフィック品質を測定しなければなら
ない。ユーザ行動及びオークション動的特性の両方を連続的に変更することができ、広告
主は、管理する何千ものリスト化を有することができる。有料検索入札を最適化すること
に関連する問題点は、広告主への有料検索チャンネルの重要性と組み合わされて、検索エ
ンジン管理（ＳＥＭ）プロバイダの成長及び重要性が生じてきた。ＳＥＭは、入札管理経
験とソフトウェアツールとの組合せを利用して、広告主のパフォーマンス測定、入札管理
、及び入札最適化を容易にする。
【０１５８】
　最適化問題の１つの態様は、単に、ソフトウェア自動化に対処することができる多数の
リスト化によるものである。問題への別の態様は、リスト化全体にわたるトラフィックの
分散である。１ヶ月の期間にわたるマーケットプレイスオペレータとの広告主アカウント
アクティビティの研究サンプルでは、広告主の支出の９０％がリスト化のわずか１％に集
中していることが分かった。トラフィックの大多数がリスト化の少数に偏っていることは
、「高速」リスト化が少数存在することを意味する。高速リスト化は、ビジネス目的に対
するパフォーマンスの曖昧でない評価を可能にするのに十分な程のコンバージョンを生成
する。しかしながら、過剰なデータ量の問題に直面する。高速語からの大量に蓄積された
データは、現在の入札変更から測定されたパフォーマンスへの影響を軽減する有意な「慣
性」をもたらす。
【０１５９】
　膨大な数のリスト化は「低速」である。ここで問題となるのは、これらのリスト化に関
連した検索語が高度に特定のものであり、ほとんどの検索に関連性がないことである。低
速オークションはまた競合が少ない傾向があり、そのためクリック当たりのコストが低く
なる傾向にある。低速リスト化の特異性は、より一般的な高速リスト化よりも高いコンバ
ージョンレートを生じることが多い。低速語には有意な価値があるが、ビジネス目的に対
するパフォーマンスの曖昧でない評価を可能にするのに十分な程のパフォーマンスデータ
が存在しない。これは、高速語に使用される最適化方法が低速語に対しては役に立たない
ことを意味する。要約すると、広告主は管理する多数のリスト化を有し、リスト化の全て
が過剰な又は不十分なパフォーマンスデータのいずれかを有する傾向がある。
【０１６０】
　図６に示されるように、検索オプティマイザ６０２は、広告主が入札管理及び入札最適
化の両方を自動化するのを助けるユーザ対話型ウェブアプリケーション（又は複数のアプ
リケーション）を含む。ウェブアプリケーションによって、広告主は、分析データの自動
収集フィルタリング及び集約を構成し、同時にレポートのセットで分析データを閲覧でき
るようになる。更に、ウェブアプリケーションによって広告主は、最適化のためのビジネ
スパフォーマンスターゲット及び入札制約を指定することができるようになる。最適化タ
ーゲットタイプは、可能性としてとりわけ、顧客獲得単価（ＣＰＡ）、広告費用対効果（
ＲＯＡＳ）、及び制約単独（非パフォーマンスベースの最適化）を含み、或いはこれらの
観点で表現又は表示される。入札管理の制約タイプは、可能性としてとりわけ、最小入札
、最大入札、最小ポジション、及び最大ポジションを含むことができる。
【０１６１】
　図６に示されるシステム６００の最適化構成要素は、入札オプティマイザ６１８である
。入札オプティマイザ６１８は、最大入札及び値ベースの入札ハイディングレートからな
る推奨を作成する。推奨は、マーケットプレイス６０４又はマーケットプレイスオペレー
タからのコスト及びインプレッションデータ、広告主のウェブサイト６０６からのクリッ
クストリームデータ、広告主によって設定されたパフォーマンスターゲット、及びオーク
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ションの現在の状態に基づく。図示された実施形態において、推奨は、入札する最大額及
び入札ハイディング(bid-hiding)の更新頻度からなる。
【０１６２】
　図６に示されるシステム６００の入札管理構成要素は、入札マネージャー６１６である
。図示のように、入札マネージャー６１６は、オークションの制約及び変化する状態の関
連での推奨に対してオークションにおける実際の入札値を管理する。入札マネージャー６
１６は、推奨された入札ハイディングレートに基づいて（必要な場合に）リスト化に対す
る入札を更新する。リスト化が検討される度に、推奨された入札は、最小ポジション及び
最大ポジション制約に関連した現在の入札によって制限される。入札は、最小入札及び最
大入札制約によって更に制限される。最終的に、入札は、オークション自体によって加え
られるあらゆる限界値によって更に制約される。
【０１６３】
　幾つかの実施形態において、入札オプティマイザ６１８は、最大入札と値ベースの入札
ハイディングレート（又はリフレッシュレート:refresh rate）からなる推奨を作成する
。入札ハイディングレートは、リスト化での広告主の支出率に比例する。
【０１６４】
　図７は、本発明の１つの実施形態による方法７００を示すフロー図である。幾つかの実
施形態において、入札オプティマイザの実装は、制御ループオプティマイザのスタイルで
行われるが、他の実装も企図される。図示の方法７００は、制御ループスタイルの入札オ
プティマイザによって実行される。図示の方法７００は、入札オプティマイザの幾つかの
実施形態によって実行されるメイン制御ループである。図示のように、ステップ７０２で
入札オプティマイザは、推奨された最大入札及び入札ハイディングレート（又はリフレッ
シュレート）を含む現在の推奨される値を決定する。ステップ７０４で、入札オプティマ
イザは、指定された時間期間を待機し、現在推奨され利用される値が十分な効果を有する
ことができるようになる。ステップ７０６で指定時間期間の待機後、方法７００はステッ
プ７０４に戻り、入札オプティマイザが、新しく推奨された最大入札及び入札ハイディン
グレートを含む新しい現在の推奨値を決定する。
【０１６５】
　幾つかの実施形態において、１以上のアルゴリズム又はプログラムは、推奨される最大
入札又は推奨される入札ハイディングレートを決定するのに使用される。幾つかの実施形
態によるこのようなアルゴリズムの１つの特徴又は戦略は、リスト化の「速度」に比例す
るパフォーマンスを評価するための可変量の最新の分析データの使用である。戦略は、十
分なデータだけを見ること、或いは十分なデータのみを見るために十分長く待機すること
、十分な信頼度（統計的意味で）、或いは例えばマーケットプレイスオペレータによって
十分であるよう決定又は判断された信頼度の量を達成すること、リスト化の最新のパフォ
ーマンスを評価することである。例えば、場合によっては、１０，０００のコンバージョ
ンが測定された場合、Ｃ．Ｐ．Ａを決定するために１０，０００全てを考慮する必要は無
く、すなわち最新の１０のコンバージョンで恐らく十分である。十分なデータのみを見る
利点は、現在の条件の作用を最大にし、従ってより良好な判断を行うことができる点であ
る。
【０１６６】
　入札オプティマイザの幾つかの実施形態によって使用される別の特徴又は戦略は、リス
ト化に利用可能な分析データのタイプ及び品質に対し敏感である。この戦略によって、パ
フォーマンス評価が統計的に有意である程、推奨された入札はより積極的に変更される。
利点としては、より信頼性のあるデータが利用可能であると、より積極的な方法を利用す
ることができ、データが非決定的なものである場合には、より保守的な方法を利用するこ
とができる。
【０１６７】
　入札オプティマイザの幾つかの実施形態によって使用される別の特徴又は戦略は、低速
リスト化を最適化するための以下の方法である。分析データのタイプ及び品質に対する感
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度によって、低速リスト化と異なる推奨アルゴリズムのアプリケーションとの区別が可能
になる。特に、最近コンバージョンを行っていない用語が問題であり、そのためＣＰＡ又
はＲＯＡＳの計算を行うことができない。戦略は、最近のそのリスト化での特定のスレシ
ョルドよりも多く支出するまで高くゆっくりと入札し、次に低くゆっくりと入札する。Ｃ
ＰＡターゲットを有するリスト化では、ターゲットは支出スレショルドとして使用される
。ＲＯＡＳターゲットを有するリスト化では、リスト化を包含するキャンペーンの測定さ
れたＣＰＡが使用される。これが利用可能でない場合、広告主のウェブサイトに対する測
定されたＣＰＡが全体として使用される。これが利用可能でない場合、スレショルドに対
する公称値が使用される。幾つかの実施形態で使用される別のオプションは、広告主が別
の制御パラメータとしてスレショルドを構成することができることである。戦略は、コン
バージョンを得ることを希望する際により多くのトラフィックを得ようと高く入札するこ
とであり、リスト化入札が最小入札に下がる時までに一般的に多少ターゲットＣＰＡより
多く支出されるので、コンバージョンが当該ポイントで取得される場合でも、より低い入
札が推奨されるようになる。言い換えると、コンバージョンなしにＣＰＡターゲットを超
えて支出する程、ＣＰＡターゲットがリスト化に対して達成できない信頼度（統計的な意
味）が大きくなる。
【０１６８】
　入札オプティマイザの幾つかの実施形態によって使用される別の特徴又は戦略は、リス
ト化の「速度」に比例する可変リフレッシュレートを使用することである。１つの観点か
ら、パフォーマンスでの高頻度変化を追跡するために入札オプティマイザについての収束
率並びに入札オプティマイザ５０８の機能を決定付けるので、リフレッシュレートを最大
にすることが望ましい。しかしながら、リフレッシュレートが速すぎる場合、現在の設定
は、パフォーマンスに影響を与えるチャンスがなく、入札オプティマイザは最適設定をオ
ーバーシュートする傾向がある。従って、高リフレッシュレートは、急速に変化するパフ
ォーマンスとこれに応じて変化する設定を分析することに関してより正確さ又は「細分性
」を可能にするので入札最適化の点で有利とすることができる。しかしながら、リフレッ
シュレートが高すぎる場合、設定影響を正確に評価するために不十分な時間が経過したこ
とになる。
【０１６９】
　従って、設定影響を評価する際に十分な統計的有意さを得るのに十分大きいように、更
に、変化するパフォーマンスに対する十分な敏捷性に対応する程十分小さいように平衡化
されたリフレッシュレートウィンドウを利用することが望ましい。幾つかの実施形態にお
いて、リフレッシュインターバルは、パフォーマンス分析が考慮されるインターバルの２
０％か又は１日のいずれか短い方に設定され、これは、ほとんどのリスト化及び状況にわ
たる適切な全体バランスであることが分かった。しかしながら、幾つかの実施形態におい
て、ウィンドウは、それ自体が最適化されるようにより高度な方法で計算される。
【０１７０】
　例えば、特定の検索語又は検索語グループに対するコンバージョンレート及びレート変
化速度が、関連する検索の１週間の日或いは時刻に応じて劇的に変化することが観察され
た（コンバージョンレートは、リードによって分割されたコンバージョンの点でこの実施
例で指定される）。例えば、新車の価格を調べている検索エンジンユーザは、検索が夜遅
く、或いは１週間の特定の日又は複数の日に行われる場合には、あまり購入する可能性が
高くない場合がある。これは、曜日及び時刻に応じて急激に変化するコンバージョンレー
ト及び率変化頻度又は速度を生じる可能性がある。
【０１７１】
　購入サイクルは、種々の製品で大幅に異なることが観察されている。購入サイクルは、
ウェブサイトを最初に訪れたリードと、広告製品を購入するなどによりコンバージョンが
生成されたリードとの間の時間量を表わすことができる。例えば、直ぐに又は一両日中に
行動する可能性の高い書籍の購入者とは異なり、車の購入者は通常、調べている車を購入
する前に１、２週間などより長く待機する可能性がある。また、リード獲得と購入の間の
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ピーク時間量は、種々の製品、サービス、コンテンツなどで異なる可能性がある。購入サ
イクルは、コンバージョンとのリードの関係に影響を与えるか、又は関係が無くなる場合
があり、従って、リフレッシュレートウィンドウが小さすぎる場合、コンバージョンレー
トが偏る可能性がある。
【０１７２】
　上記のような理由から、幾つかの実施形態においてリフレッシュレートは、コンバージ
ョンレート及びレート変化速度、特定の購入サイクル、又は他の要因で観察された変動を
含む要因に少なくとも部分的に基づいて、最適化又は平衡化がなされる。例えば、より大
きなウィンドウは、コンバージョンレート変化速度が低いか、又は購入サイクルが長いと
予想される日又は時間の間利用され、より短いウィンドウは、コンバージョンレート変化
速度が高いと予想される日又は時間の間利用することができる。更に、曜日又は時刻（又
は、休日、季節、時事などの他の要因）に基づくコンバージョンレートの予想される変化
は、最適設定の決定に織り込むことができる。
【０１７３】
　図８は、本発明の１つの実施形態による仮定上の検索語又は検索語グループについての
コンバージョンレート対時間のグラフである。図８は、コンバージョンレート及びレート
変化速度（又はレート）が曜日又は時刻に基づいてどのように変化するかに関する実施例
を示す。図示のように、コンバージョンレートは、データポイント８０２で示されるよう
に、金曜日の午後８時付近を中心とした数時間の間ピークになり比較的安定して維持され
る。データポイント８０４では、午前１２時頃にコンバージョンレートが急激に低下して
いる。データポイント８０６では、土曜日の午前５時頃、コンバージョンレートは土曜日
の低いポイントにあり、同様に比較的安定している。データポイント８０８では、日曜日
の午後８時頃、コンバージョンレートは日曜日のピークになり、そのピークは、金曜日の
ピークよりも高い。幾つかの実施形態において、入札オプティマイザ５０８は、経時的な
履歴及び予想コンバージョンレートに関する情報を含む、データを分析するようプログラ
ムされており、このデータは、頻繁に更新され、例えば最大入札値及びリフレッシュレー
トを含む設定の決定に織り込むことができる。
【０１７４】
　図９は、リード獲得によるコンバージョンの数と時間の観点で２つの異なる製品、すな
わち製品Ａ（実線を使用して描かれたサイクル）と製品Ｂ（点線を使用して描かれたサイ
クル）の各々についての仮定上の購入サイクルのグラフ９００である。図示のように、製
品Ａにおいて、最初の高いピークは、データポイント９０２のリード獲得後直ちに現れる
。この後、１日目の終わり頃のデータポイント９０４の低いポイントまで急激に低下し、
４日目頃のデータポイント９０６の２番目に低いピークまで緩慢に上昇し、更に、９日目
頃のデータポイント９０８までゼロ又はほぼゼロまで極めて緩慢に低下する。
【０１７５】
　製品Ｂでは、最初の低いピークがデータポイント９１０のリード獲得の直後に現れ、続
いて２日目頃のデータポイント９１２で低いポイントまで幾分急激に低下する。この後、
６日目頃のデータポイント９１４で２番目のピークまで漸次的に上昇し、次いで、最後に
１３日目頃のデータポイント９１６でゼロ又はほとんどゼロまで緩慢に低下する。
【０１７６】
　図９が示すように、種々の時間でのピーク及び下降、種々の時間でのコンバージョンレ
ートの増減の変化、及び種々の時間でのゼロ又はほぼゼロまでの下降を含む、購入サイク
ルは、広告製品、サービス、コンテンツ、その他の間で大幅に異なる可能性がある。幾つ
かの実施形態において、種々の製品のタイプ並びに頻繁な更新についての履歴購入サイク
ル情報に基づく統計、曲線、及びモデルを含むことができるこの情報は、入札オプティマ
イザ５０８に提供することができ、該入札オプティマイザは、この情報の少なくとも一部
に基づいた設定を決定することができる。例えば、より大きなリフレッシュウィンドウは
、リードが関連するコンバージョンと正確に関連付けられることを確保するために、より
長い購入サイクルに対し決定することができる。
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【０１７７】
　図１０は、本発明の１つの実施形態による簡略化されたスクリーンショット１０００で
ある。幾つかの実施形態において、マーケティングコンソール１００２は、広告主（又は
広告キャンペーンを有する、或いはこれを制御している他のエンティティ、もしくはマー
ケティングコンソール１００２自体のマネージャー）が利用可能なインターネットを介し
てアクセス可能なウェブアプリケーション又はアプリケーションのセットによって提供さ
れるユーザ対話型インターフェースを含む。マーケティングコンソール１００２は、広告
キャンペーンの管理及び最適化を容易にするために目的のホストが使用することができる
。マーケティングコンソール１００２は、インターネットを介してアクセスすることがで
き、アクセスは、パスワード保護されたアクセスを含む当該技術分野で公知の種々の手段
によって保護することができる。
【０１７８】
　幾つかの実施形態において、マーケティングコンソール１００２は、広告キャンペーン
の管理及び最適化を容易にするために広告主によって使用でき、これには、例えばオーク
ションベースの検索語に関連したスポンサー付き検索結果リスト化マーケットプレイスに
関連するリスト化の管理を含むことができる。例えば、広告主は、マーケティングコンソ
ールを使用して、リレーショナル広告キャンペーンデータベースに保管された広告キャン
ペーン情報及び広告キャンペーンパフォーマンス情報にアクセスし、情報を検索し、情報
を分析し、レポート、要約、及びその他を入手することができる。広告主はまた、マーケ
ティングコンソール１００２を使用してリスト化又は入札戦略を変更することができ、こ
の変更は、広告キャンペーンデータベースで更新される。更に、マーケティングコンソー
ル１００２を用いて、特定のリスト化のパフォーマンス、検索語クリエイティブ、チャン
ネル、及び戦術などの広告キャンペーンの構成要素のパフォーマンスの比較を行うことが
できる。
【０１７９】
　マーケティングコンソール１００２をオークションベースの検索語に関係したスポンサ
ー付きリスト化コンテキストに関して説明したが、幾つかの実施形態においてマーケティ
ングコンソールは、オフライン又は非スポンサー付き検索広告キャンペーン及び広告キャ
ンペーンパフォーマンス、或いはオンライン及びオフライン広告キャンペーン情報の組み
合わせに関しても同様に使用できる点を理解されたい。
【０１８０】
　マーケティングコンソール１００２は、図１に示される広告キャンペーンデータベース
１３６などの広告キャンペーンデータベース内に記憶された多量の広告キャンペーン及び
広告キャンペーンパフォーマンス情報を利用し、そのレバレッジを容易にする。図１０に
示されるような１つのこのようなツールは、検索オプティマイザ１００４である。一般的
に、検索オプティマイザ１００４は、要約及びレポートを提供し、マーケットコンソール
１００２の外部で使用されるエクスポート可能なスプレッドシートデータ又はファイルを
取得する広告キャンペーン及び広告キャンペーンパフォーマンスデータにアクセスするの
に使用することができる。
【０１８１】
　ユーザは、データのカスタマイズされた収集、検索、表示、分析、及びレポートのパラ
メータを指定するために検索オプティマイザ１００４と対話することができる。例えば、
ユーザは、広告キャンペーンの特定の態様、又は特定の時間フレーム、或いはその両方を
指定し、対応するデータ又は要約をリクエストすることができる。ユーザは、例えば、チ
ャンネル又は戦術、特定の検索語又はクリエイティブ、及び時間フレームを指定し、要約
情報をリクエストすることができる。検索オプティマイザ１００４は、ユーザリクエスト
に応じてリレーショナル広告キャンペーンデータベースの情報にアクセスし使用すること
ができる。広告キャンペーンデータベースは、潜在的に多くの異なるソースから収集され
たデータを含み、このデータは、多くのアフィリエイトからの情報並びに広告主のウェブ
サイト自体からの情報を含むことができ、これらは検索オプティマイザ１００４が利用す
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ることができる。検索オプティマイザ１００４はまた、広告キャンペーンデータベース内
の広告キャンペーン情報を修正するために広告主によって使用することができる。
【０１８２】
　図示のように、ユーザは、パラメータエリア１００６にリクエスト又は検索のパラメー
タを入力し、結果エリア１００８における結果を取得することができる。図示された実施
例では、ユーザがリクエストすると、Ｙａｈｏｏ！検索エンジンで使用されるような検索
語のセット又はキーワードを示す結果が提供される。キーワードのリスト１００８と、キ
ーワードに関連したメトリクス又は分析を含む行１０１０を含むチャート１０１２が提供
され、これは、ＣＰＡ、ＲＯＡＳなどのパフォーマンスメトリクス、パーセンテージなど
を含む多くの方法で表すことができる。例えば、ユーザは、種々のアフィリエイト、種々
のクリエイティブなどの間のパフォーマンスの比較を可能にする結果を取得することがで
きる。勿論、これを編成するための多様な情報及び方法が実施可能であり、ユーザに利用
可能である。
【０１８３】
　マーケティングコンソール１００２を使用することによって、広告情報に関するカスタ
マイズされたレポート又は分析にアクセスするための好都合で簡単な方法が提供され、多
様な異なるソースからのデータの大きな集合の可用性の利点を有する。
【０１８４】
　図示のように、一連のツールグループ１０１４のどれもがユーザによって選択可能であ
る。図示のように、構成管理ツールグループが選択される。スクリーンショット１０００
は、ツールのサブグループ及び他の特徴を含むことができる詳細の表示を除くために簡略
化されている点に留意されたい。
【０１８５】
　幾つかの実施形態において、ユーザは、検索オプティマイザを使用し、ユーザ「ウォッ
チリスト」を指定することができる。ウォッチリストは、広告主の最も重要な検索語の追
跡パフォーマンスなどの特定の選択項目の情報を含むことができ、重要なデータへの容易
且つ迅速なアクセスを可能にする。
【０１８６】
　幾つかの実施形態において、検索オプティマイザを用いて、ユーザが入札オプティマイ
ザの推奨を自動的に実施されるように指定する「自動受け付けモード」、又は推奨を実施
する前にユーザに対して受け付けたことが提示されるモード、又は入札オプティマイザを
バイパスするマニュアルモードを選択することができる。幾つかの実施形態において、あ
る場合に又は幾つかの用語に対しては自動受け付けモードを使用し、他の場合には異なる
モードを使用することができる。
【０１８７】
　検索オプティマイザ１００４によってアクセスされる情報は、入札値設定及びリフレッ
シュレートなどの設定の指標を含むことができ、設定が自動的に実施され又は最後に変更
された指標、及び手動で実施され又は最後に変更された指標を提供することができる。
【０１８８】
　マーケティングコンソール１００２はまた、マーケットプレイスオペレータに関連した
入札及び価格情報へのアクセスを可能にすることができる。
【０１８９】
　幾つかの実施形態において、マーケティングコンソールはまた、マーケットプレイスオ
ペレータのマネージャー又はエージェントが使用することができる。このようなユーザは
、他のユーザによるマーケティングコンソールの使用の追跡（及びレポーティングの表示
など）、マーケットプレイスオペレータのサーバコンピュータの使用の追跡、ソフトウェ
ア又はハードウェア問題のトラブルシューティングなどの目的のためにマーケティングコ
ンソールを使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１９０】
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【図１】本発明の実施形態による分散型システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の１つの実施形態による方法を示すフロー図である。
【図３】本発明の１つの実施形態によるネットワークコンピュータシステムを示すブロッ
ク図である。
【図４】本発明の１つの実施形態によるタグベースの自動化データ追跡及び収集を示すブ
ロック図である。
【図５】本発明の１つの実施形態による広告キャンペーン促進プログラムの構成要素を示
すブロック図である。
【図６】本発明の１つの実施形態によるシステムを示すブロック図である。
【図７】本発明の１つの実施形態による方法を示すフロー図である。
【図８】本発明の１つの実施形態による仮定上の検索語又は語のグループの時間に対する
コンバージョンレートを示すグラフである。
【図９】本発明の１つの実施形態による仮定上の購入サイクルを示すグラフである。
【図１０】本発明の１つの実施形態による簡略化されたスクリーンショットを示す図であ
る。
【符号の説明】
【０１９１】
　１０２　広告キャンペーン促進サーバ
　１０４　１０６　１０８　アフィリエイト
　１１０　１１２　１１４　広告主
　１１６　１１８　１２０　チャンネル
　１２２　戦術
　１２４　広告キャンペーン
　１２６　広告主広告キャンペーンセット
　１２８　ユーザ
　１３０　中央処理ユニット
　１３４　広告キャンペーン促進プログラム
　１３６　広告キャンペーンデータベース
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